
資
料
・
紹
介

フ
一
ブ

ン

ス
に
お
り
る

金

融

(
一
一
一
)

資

本

紳

野

喧

良広

五

金
融
寡
頭
制
主
国
家

フ
ラ
ン
ス
で
は
百
五
十
年
以
上
も
前
日
仏
、
国
家
が
一
七
八
九
年
の
革
命

の
結
果
、
絶
対
王
制
お
よ
び
死
滅
じ
つ
つ
あ
る
封
建
制
皮
の
手
か
ら
、
支

配
的
な
階
級
と
な
っ
た
資
ホ
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
巾
-
に
移
っ
た
。

し
か
し
、
か
り
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
今
日
ま
で
権
力
を
維
持
し
て
き
た

と
は
い
え
、
乙
の
期
間
中
に
支
配
階
級
の
内
部
で
は
非
常
な
変
化
が
生
じ

た
。
と
の
変
化
と
い
う
の
は
、
経
済
上
、
政
治
上
の
権
力
の
集
中
が
た
え

ず
よ
り
は
げ
し
く
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
ろ
Q

革
命
あ
る
い
は
『
第
一
帝
国
』
の
時
期
以
来
、
若
干
の
人
物
や
家
族
が

、
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
壱
演
じ
た
。
し
か
も
、
か
れ
ら
は
メ
乙
の
役
割
を

持
ち
つ
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
銀
行
資
本
で
あ
る
一
マ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
木
(
二
)

レ
ー
一
家
は
一
八

O
O年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
支
配

者
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
。
ド
・
ヴ
7

ン
デ
ル
ば
そ
の
財
産
の
基
礎
を
、

軍
命
戦
争
中
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
時
期
に
は
、
軍
の
註
文
に
お
い
て

い
た
。
そ
れ
は
鉄
鋼
業
に
お
け
る
支
配
的
な
一
家
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ナ
イ

ダ
l
家
は
一
八
三
四
年
に
ル
・
ク
リ
ュ

i
ゾ
ー
を
経
営
じ
、
そ
の
後
そ
の

勢
力
は
一
ぞ
う
発
展
じ
た
。

Q
g
g
g
f
「
弘
知
可
問
。
色
合

1Hao--は

百
年
以
上
も
ず
っ
と
同
じ
一
授
の
手
中
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
(
フ
ラ
ン

ス
で
ば
、
若
干
の
巨
大
ト
ラ
ス
ト
は
既
に
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

以
前
の
封
建
制
度
の
時
期
に
生
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ン
・
ゴ
パ
ン

ば
一
六
六
五
年
に
ル
イ
十
四
世
の
下
で
設
立
さ
れ
に
し
、
叉
、
ド
・
ヴ
ァ

ン
デ
ル
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
一
七
C
四
年
に
ば
そ
の
活
動
脅
始
め
て
い
た
。
〉

長
期
間
に
わ
た
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
種
々
の
グ
ル
ー
プ
ば
来
し
な

い
内
部
闘
争
を
行
っ
て
自
己
の
地
位
を
維
持
す
る
と
と
が
出
来
た
。
国
家

は
と
う
し
た
相
反
す
る
利
害
の
聞
に
調
停
者
と
し
て
設
場
し
、
そ
し
て
『
全

ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
共
同
の
事
務
を
処
理
す
る
委
員
会
』
(
マ
ル
ク
ス
『

共
産
党
宣
言
巴
と
し
て
ふ
る
ま
っ
た
。

と
う
し
た
事
情
は
、
最
近
の
五

O
t七
O
径
の
閥
に
、
庄
一
民
と
資
本
の

急
速
な
集
積
の
結
果
変
佑
一
し
た
。
一
一
つ
の
ほ
界
大
戦
の
聞
に
、
大
コ
ジ
ツ

ェ
ル
ン
の
経
済
土
の
優
越
性
な
ら
び
に
巨
大
金
融
資
本
の
勢
力
は
、
国
家

を
か
れ
ら
の
利
益
の
狽
占
的
な
機
関
で
あ
っ
て
、
も
は
や
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
全
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
そ
れ
で
は
な
い
と
い
う
方
向
に
向
わ
せ
た
。
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
円
上
述
の
』
利
益
の
指
導
と
擁
護
は
ご
、
一
二
百
人
の
手

中
に
移
り
、
と
れ
が
寡
一
般
制
で
あ
ち
、
人
は
そ
れ
を
『
=
百
家
扶
』
と
名

一
六



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

付
け
た
。

処
が
今
回
で
は
こ
の
コ
一
一
百
家
族
』
と
い
う
表
現
は
も
は
や
完
全
に
事

実
と
は
合
致
し
な
い
。
生
障
と
資
本
の
集
積
は
新
し
い
発
展
を
と
け
た
。

ζ

れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
上
、
経
済
上
の
権
力
は
、
金
融
資

本
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
支
配
的
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る

十
人
余
り
の
人
物
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
。
大
企
業
の
中
で
き
わ
め
て
小

，
数
を
形
成
し
て
い
る
と
の
全
能
の
金
融
資
本
家
は
、
工
業
な
ら
び
に
商
業

の
大
部
分
を
支
配
す
る
と
と
K
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
利
潤
の
主

要
は
源
泉
を
し
っ
か
り
と
そ
の
手
中
に
に
ぎ
っ
て
い
る
。

こ
の
金
融
寡
頭
制
は
ど
の
よ
う
な
手
段
を
通
じ
て
国
家
に
た
い
す
る
支

部
を
打
ち
た
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
じ
て
国
家
を
利
潤
の
手

段
と
す
る
と
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
う
し
た
点
に
つ
い
て
以

下
に
お
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

同
阿
国
家
の
一
重
要
な
ポ
ス
ト
に
お
け
る
寡
頭
制

百
六
件
!
日
金
融
資
本
は
、
か
れ
ら
に
本
当
に
従
順
な
若
干
の
高
級
宮
僚
を

通
じ
て
国
家
行
政
の
立
要
な
ポ
ス
ト
を
た
え
ず
し
め
る
こ
と
に
ふ
っ
て
、

か
れ
ら
の
利
読
を
山
巾
に
擁
護
す
る
乙
と
を
保
証
し
た
。
突
き
い
に
、
た
と

え
大
田
が
し
ば
し
ば
更
迭
し
よ
う
と
も
、
叉
、
内
聞
聞
が
そ
れ
に
つ
つ
い
て

山
似
て
来
よ
う
と
も
、
高
級
官
僚
は
そ
の
ま
ま
で
浅
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
(
高

級
宵
僚
)
は
本
当
に
国
家
機
構
の
骨
核
総
織
守
地
成
し
て
い
る
。

ζ

こ
で

は
湖
一
一
に
財
政
官
庁
が
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
国
家
財
政
、
補
助
金
、
投
資
、

貨
幣
本
位
制
等
々
を
支
配
し
て
い
る
が
、
金
融
寡
額
制
は
そ
れ
ら
に
大
い

一
六

に
利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、
経
済
関
係
の

各
省
〈
大
政
省
、
経
済
省
、
商
エ
省
、
公
共
事
業
省
、
お
よ
び
運
輸
省
等

身
)
お
よ
び
、
と
れ
ら
に
従
凶
す
る
各
官
庁
〈
た
と
え
ば
、
外
貨
局
、
フ

ラ
ン
ス
銀
行
お
よ
び
国
立
銀
行
、
国
立
信
用
銀
行
、
預
金
・
供
託
銀
行
、

図
立
信
用
金
庫
)
で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
、
外
資
局
長
、
国

庫
局
長
は
政
府
の
政
策
の
最
終
の
目
標
に
影
響
力
を
も
ち
、
そ
の
万
向
を

定
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
指
導
す
る
。

乙
う
し
た
高
級
官
僚
ぱ
常
に
国
家
の
犬
、
き
な
団
体
の
上
席
に
い
る
。
そ
の

社
会
的
関
歴
、
機
能
お
よ
ぴ
か
れ
ら
が
活
動
し
て
い
る
環
境
を
通
じ
て
、

か
れ
ら
高
級
官
僚
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
支
配
機
構
を
構
成
し
て
い
る
。
鉱

山
局
、
枢
密
院
、
会
計
検
査
院
、
植
民
地
、
橋
梁
、
市
街
地
建
築
に
つ
い

て
の
上
級
白
庁
、
参
謀
太
部
、
外
交
団
体
、
財
務
監
督
周
が
そ
れ
で
あ

る。
と
う
し
た
大
き
な
国
家
の
団
体
は
共
通
の
性
絡
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
機
構
と
活
動
は
あ
ら
ゆ
る
見
せ
か
け
に
反
し
て
協
同
ち
い
う
点
に
基

礎
を
お
い
て
い
る
。
財
務
山
取
得
局
は
国
家
の
主
要
機
関
を
支
配
し
、
本
来

の
財
務
監
以
内
を
目
的
に
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
一
切
の
重
要
な
ポ
ス

ト
に
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
銀
行
芯
ら
び
に
国
営
の
保
際
会
社
、
公
立

の
、
な
ら
び
に
半
公
立
の
金
融
機
関
(
国
立
信
用
銀
行
、
土
地
信
用
銀
行
、

国
立
信
用
金
庫
等
々
、
)
外
務
省
の
ご
つ
の
重
要
部
門
、
フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄

道
会
社

(
S
・
N
・
C
-
F
U
、
外
貨
局
、
国
営
電
力
会
社
、
国
営
航
空
機

用
発
動
機
会
社

(ω
ロ
民
自
白
U

、
会
計
厳
督
官
回
、
復
興
都
市
計
画
監
督
庁
、

北
大
西
洋
機
構
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
、
欧
州
経
済
協
力
機
構
ハ
O
E
C
E
U
、



世
界
銀
行
、
大
西
洋
同
盟
等
の
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
等
々
の
指
導
が
こ
れ
で

J

の"。。ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
財
務
監
督
官
(
勤
湾
中
の
も
の
約
一
八

O
人
)
は
、

そ
の
申
氷
山
肢
を
通
じ
て
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は

官
職
か
ら
離
れ
る
と
一
般
に
は
重
要
企
業
に
入
る
。
こ
こ
で
は
直
接
に
事

業
を
支
配
し
て
い
る
。
以
前
は
、
か
れ
ら
は
官
僚
と
し
て
そ
の
見
せ
か
け

の
容
観
性
と
、
職
務
上
、
り
『
技
術
』
に
よ
っ
て
事
業
ち
保
護
し
て
き
た
。

財
務
院
将
官
庁
は
、
突
き
い
に
は
そ
の
後
継
者
を
狭
い
慣
乏
に
精
選
き
れ

た
人
物
の
絡
聞
か
ら
補
充
し
て
い
る
Q

か
れ
ら
が
政
治
研
修
所
Q
ロ
由
民
吉
弘

同
町
「
旬
。

5
2
n
z
m
E門
出
品
目
と
れ
は
以
前
は
司
門
冊
目
白

ω円
何
回
戸
同
日
目
安
肖
可
C

宮
町
田
島
町
民
項
目
目
前
町
宮
町
宮
内
刊
日
ロ
と
呼
ば
れ
た
。
〉
に
か
い
て
も
、
さ
ら
に

叉
、
国
立
一
行
政
官
養
成
宍
ま
け

H
O
E
S
5
3
E
H
H
Eぬ
田
町
門
]
足
。
〉
や
、

と
ぐ
に
、
財
務
監
督
官
協
会
(
買
い
与
m
g
n
E阻
止
骨
片
岡
コ

E
S
Z
8島
・

8
3ロ
〉
に
お
い
て
も
得
た
教
義
は
、
か
れ
ら
を
と
く
に
企
業

ω立
派
々
管

理
者
に
す
る
と
と
を
目
的
に
し
た
。
か
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
に
お
け

る
『
選
ば
れ
た
精
鋭
』
に
な
る
と
い
う
自
己
の
役
割
在
自
覚
じ
、
十
分
に

確
信
し
て
い
た
。

(
以
下
心
)
二
、
一
一
一
の
実
例
は
財
務
監
督
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
の
緊
密

な
関
係
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
い
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
で
ゐ
る

ウ
イ
ル
フ
リ
ジ
ド
・
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ネ
ル
は
ロ
ス
テ
ャ
イ
ル
ド
と
緊
密
な

関
係
に
あ
る
メ
ル
シ
ェ
!
の
婿
で
あ
る
。
(
メ
ル
ジ
」
一
ー
は
今
日
で
ば
ス

エ
ズ
述
川
会
社
の
重
役
会
の
一
員
で
、
叉
、
注
目
付
V
C
E

の
各
誉
会
畏
で

あ
り
、

ωonH骨付骨
mw
円曲目円山巾ロロ町(日間(，
C
出回付

2
2
H
O
S
E
R
E
H
ρ
口
町
帥
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(

副
社
長
で
あ
る
)
。
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ネ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
と
い
う

職
の
外
に
、
。
o
p
自
己

Z
印
式
。
出
向
日
仏
ロ
の
芯
門
ば
け
の
総
裁
で
も
あ
る
Q

一
九

三
七

1
四
九
年
の
関
に
(
戦
争
中
に
ご
ヶ
年
山
中
断
は
あ
る
が
可
か
れ

は
半
ば
国
家
的
な
機
構
で
あ
る
の
芯
a
t
Z先日
O
D
己
を
指
導
し
た
が
、

こ
れ
は
産
業
に
た
い
し
て
投
資
々
金
と
国
家
信
用
を
自
分
す
る
機
関
で
あ

っ
た
Q

バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ネ
ル
の
兄
弟
の
リ
シ
ャ

l
ル
は
叉
メ
ル
シ
ェ

l
家

の
娘
の
一
人
と
結
婚
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
種
類
の
会
社
に
お
い
て
同

じ
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
と
く
に
国
河
電
力
会
社
の
後
継
会
社
で

あ
る
持
株
会
社
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
。
と
の
後
川
刷
会
社
は
国
有
化
を
免

れ
た
資
産
を
轡
同
盟
す
る
の
が
そ
の
日
的
で
あ
っ
た
、
き
ら
に
も
う
・
人
の

兄
弟
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
有
名
な
ア
ル
サ
ス
の
財
閥
ド
ル
フ
ス
〈
繊
維

工
業
ト
ラ
ス
ト
ロ
♀
ロ
ロ
ヂ
宮
町
田
向
伶
内
申
ロ

ζ
?の白
2
0お
よ
び

b
g
-

氏
自
由
。
包
め
の

S
田
口
百
円
江
C
ロ
ω
H
b
b
g
E
A
E
巾ω
)
の
姪
と
結
川
附
し
て
い
る
。

か
れ
ば
家
院
関
係
を
通
じ
て
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
親
類
で
あ
る
外
に
、

念日

1
3
Z丸
山
口
江
田

n
Zロ
図
。
岳
出

EHMN=
の
も
っ
と
も
重
要
な
代
表
者

(〈巾

2
2
A肘
Hnrz-〉
と
も
同
じ
関
係
に
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ア

-
B
・
レ

i
ネ
は
現
圏
直
十
局
長
で
、
ま
に
フ
ラ
ン
ス
銀
行

経
営
体
問
主
官
で
あ
る
。
か
れ
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
、
財
務
監
管
局
w
M
b

引

退
し
、
ラ
ザ
!
ル
銀
行
の
筆
頭
取
締
役
に
な
っ
た
人
の
患
で
あ
る
。
ラ
ザ

l
ル
家
は
英
米
に
支
活
を
も
ち
、
匁
パ
々
は
そ

ρ
『
母
国
』
で
有
力
な
銀
行

を
支
附
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
庫
局
長
一
似
父
は
フ
ラ
ン
ス
乃
ラ
ザ
l
ル

系
を
代
表
し
て
有
力
沿
金
融
会
社
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会
社
は
と

く
に
イ
ン
ド
シ
ナ
及
び
ア
フ
リ
カ
の
土
地
信
用
銀
行
で
、
そ
れ
ら
は
イ
ン

4
-
4
¥
 

F

F

f

'

 



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

ド
シ
ナ
銀
行
お
よ
び
切
日
五
口
巾
仏
角
川
匂
mw
民
的
色
色
町
田
同
M
3ぷ
・
回
回
目
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
わ
芯
品
目
付
守
口
口

H
2
r
己
民
仏
0
・

n}岡山口巾一ハ吋
hv
品目け同
C
ロ
nrM吋
色
。
日
・
0
ロ巾田仲田同
HiHn即日ロ
u
n司
hv
仏
注
目
H可
U
G
付
VAV-

n
即
日
月
号
ロ
ゲ
仏
。

UF50
さ
ら
に
叉
、
鉄
道
会
社
の
ロ
ピ
σ。
口
氏
・
〉
内
誌
な
・

〉
Z
E
等
に
入
っ
て
い
る
。
大
蔵
省
対
外
金
融
局
長
の
の
ロ
ロ
-
2
5
0

。μ山
口
弘
ミ
は
叉
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
監
査
役
で
あ
る
が
、
か
れ
は
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
男
爵
の
従
姉
妹
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
夫
人
の
孫
で
あ
っ

た
。
か
れ
は
血
縁
関
係
ぞ
通
じ
て
金
融
資
本
の
他
の
代
表
者
と
ら
親
類
で

あ
っ
た
。
ハ
こ
れ
ら
の
代
表
者
と
は
号

g
g
E
R
r
-
m
)
U
E
等
々
。
〉

叉
、
外
交
畑
の
方
面
で
金
融
実
頭
制
の
代
表
者
の
名
を
挙
げ
て
み
る
と
下

の
通
り
で
あ
る
。
テ
ィ
エ
リ
l
公
使
(
前
ダ
ニ
ュ

i
ヴ
会
議
代
表
、
ナ
デ

ィ
l
ヌ
・
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
夫
)
、
冨
山
口
同
山
口
町
内
O
ロ
g
宕

宮
2
・

4
5叩
ハ
エ
ジ
プ
ト
公
使
、
ミ
ラ
ボ

I
銀
行
の
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ス
グ
l
ト
の

婿)、

ι
6『
BOZDHM(ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
使
、
ロ
O
B
R
F》
7
切
符
ロ
}
内
お
よ
び

わ
芯
仏
日
付
山
口
仏
口
ω
足
。
-
2
2
5
5
2
n
E
の

ω冊
目
恒
常
悶
の
親
類
で
あ
る
)

の

g
品
g七
日
円
三
(
国
連
の
事
務
総
長
代
理
、
。
。
BH}SH司
日
開

Hvnon6Z

お
よ
び
モ
ル
ガ
ン
銀
行
の

F
g
g
H
H
E一
謡
曲
医
の
岳
父
〉
】
R
A口
目
白
色
白
出
守

口
「
ぎ
ロ
a
切
口
白
山
色
(
シ
ュ

i
マ
ン
内
閣
に
関
係
、

ωcn芯
芯

k
g
n目。ロロ巾

己
申
内
C
ロ
丘
町
ロ
ロ
H
S
E
B
A
V
E
E
Aロ
巾
田
の
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
伯
爵
の
甥
〉
、

国

2
4
F
E沼
町
出
口
広
(
北
大
西
洋
理
事
会
派
遣
公
使
、
内
C
E
R
h
v

母
国
匂
0
・

門
官
印
の
悪
名
高
い
代
表
者
ハ
宮
ユ

g
b
z
s己
の
息

C
・
ア
ル
フ

ン
は
第
一
次
大
戦
後
、
以
前
の
ド
イ
ツ
の
ロ

i
ト
ワ
ン
ゲ
ン
の
治
金
工
場

を
旧
工
場
主
に
売
却
す
る
こ
と
を
仲
介
し
た
〉
司
E
P
2
2七
C
ロ
2
け
(
西

一
六
四

独
ボ
ン
駐
在
フ
ラ
ン
ス
高
等
弁
務
官
、
ド
・
ヴ
ァ
ン
デ
ル
・
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
系
の

]
-
H
P
2
2島
忠

明

，

o
z
g
含
回
目
曲
目
守

H
a
B
の
総
支
配
人

の
弟
)
等
々
。

と
れ
ら
の
わ
づ
か
な
例
を
手
に
し
て
み
る
と
、
国
家
が
ど
う
い
う
具
合

に
強
力
な
金
融
資
本
か
ら
『
独
立
』
し
て
い
る
か
を
想
い
浮
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。
金
融
資
本
が
高
い
地
位
に
あ
る
自
己
の
使
用
人
ぞ
国
家
に
さ
し

出
す
場
合
に
は
、

ζ

の
人
達
が
国
家
の
(
行
政
)
官
庁
ぞ
退
く
と
直
ち
に
、

銀
行
や
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
中
で
室
要
注
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
叉
今

ま
で
金
融
資
本
に
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
人
々
は
、
と
う
し
て
、

そ
の
立
派
な
円
忠
実
な
』
奉
仕
に
た
い
す
る
報
酬
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

多
数
の
高
級
官
僚
が
恩
給
年
令
を
待
た
す
に
私
経
済
に
参
加
し
た
。
し

た
が
っ
て
(
上
述
の
よ
う
な
点
を
見
る
な
ら
ば
可
高
級
官
僚
は
何
か
の
方

法
で
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
幹
部
の
養
成
所
と
し
て
十
分
に
役
立
っ
て
い
る
。

産
業
界
あ
る
い
は
金
融
界
に
入
り
込
も
う
と
す
る
希
望
l
そ
れ
は
こ
う
し

た
世
界
に
生
れ
つ
い
た
と
い
う
特
権
を
も
っ
て
い
な
い
多
数
の
高
級
官
僚

の
か
く
さ
れ
た
功
名
心
で
あ
る
が
は
、
道
徳
上
、
政
治
上
の
腐
敗
|
こ

れ
に
よ
っ
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
国
家
機
関
に
た
い
す
る
完
全
な
支
配
ゐ
」
確

保
す
る
の
で
あ
る
が

l
の
主
た
る
動
機
の
一
で
あ
る
。

叉
、
以
下
に
挙
げ
る
人
物
は
財
務
監
督
局
の
一
員
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

】

ι・
回

E
含
ロ

g
(イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
前
取
締
役
で
、
ヴ
ィ
シ
i
政
府
の

外
務
大
臣
)

同・

ζ
。
5
2
B
S官
。
含

H
d江
田
色
川
同
町
却

2
3人∞
E
の
前
総
裁

で
前
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
)



同

-
Z
E
o
a
(
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
総
裁
、
こ
の
銀
行
の
霊
役
会
の
構
成

人
員
は
十
二
人
で
、
そ
心
市
心
五
人
は
財
務
匙
団
組
日
常
で
ゐ
っ
た
。
な

お
こ
の
十
二
人
の
中
に
は
総
支
配
人
志
含
ま
れ
て
い
る
。
)

-
F
H
L
v
q
u
仲
(
ウ
ォ
ル
ム
ス
銀
行
の
業
務
執
行
社
民
)

同・
}
V
J
Z
℃
甘
い
(
前
対
外
経
済
一
局
長
で
、
少
し
前
に
∞

sr円、・
F
・
ロ

34

MAE
の
社
長
に
就
任
)

∞
2
d白
吋
仏
門
広
思
え
ぬ
R

H

A

W

(

嗣
内
対
欧
経
済
委
員
会
前
委
員
長
、
又
、

今
日
で
は
出
血
出
ρ
E
⑦
己
巾
句

2・』
ω
虫
色

2
Hソ
田
町
、
呼
切
伊
国
の
霊
要
な

地
位
を
占
め
て
い
る
)

同
サ
。
ロ
コ
図
。
ロ
(
前
物
価
統
制
局
長
官
、
フ
ラ
ン
ダ
ン
の
息
と
同
様
に
回
守

5
8
n
に
関
係
し
て
い
る
)

回出
O
ぴ
町
三
虫
色
・
(
一
九
五

O
年
に

E
・
フ
ォ
ー
レ
内
閣
を
退
く
。
そ
の

図
的
は
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
銀
行
に
入
る
た
め
勺
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

フ
ォ
ー
レ
の
許
に
復
帰
〉

HV}回目
HeHU問、
H
F
O
B
S
(
一
九
五
一
年
八
月
以
来
ラ
グ
ァ

l
ル
内
閣
の
一
一

員
|
商
工
栢
、
後
げ
に
山
凶
句
盟V以恥

叉
、
別
の
大
き
な
国
家
の
機
関
が
金
融
一
券
頭
制
に
た
い
し
て
多
数
。
経

理
専
門
家
奇
提
供
し
て
い
る
。
前
枢
密
院
議
員
の
問
に
お
い
て
は
以
下
の

と
と
が
述
べ
ら
れ
よ
う
。

F
E
M
E
-
z回
吉
伸

(η
。
百
五
山
乱
。
胡
明
。
門
m
g
の
前
首
席
代
表
)

内
庁
句
。
可
申
立
HbFCR
〔ハ
η
c
g芹
か
母
国
国
Cロ
日

2
2
の
前
会
長
)

悶巾
HMmztv、
巾
吋
(
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
系
)

F
釦

E
gロマ
KM3rmwHE(回
出
口
』
口
白
色
町
匂
相
官
・
』
師
免
色
町
田
司
印
刷
、
呼
回
目
的
U

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

切。
-zm円
円
(
前
ロ

l
ヌ
県
知
事
、
日
出
HHEm-MMCEgn
に
関
係
)

ピ
回
想
E
ロ
(
元
パ
リ
欝
察
長
官
室
母
国
内
g
-
O
E
g
N白
の
社
長
兼

総
支
配
人
)

金
融
寡
頭
制
ば
、
そ
れ
ぞ
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
り
若
干
ぞ
官
吏
と
し
て

国
家
機
関
心
中
に
派
遣
す
る
こ
と
そ
以
て
満
足
し
て
い
な
い
。
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
の
代
表
者
逮
は
モ
れ
以
上
に
多
数
の
官
庁
叉
は
半
官
的
組
織
に
似
人

的
に
登
場
し
て
い
る
。
と
こ
で
は
国
家
は
か
れ
ら
の
専
門
的
な
知
織
に
も

と
づ
い
で
か
れ
ら
ぞ
招
轄
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
シ

i
政
府
の
下
で
は
ζ
う
し

た
現
象
ぱ
全
〈
議
論
の
余
地
、
か
な
い
ほ
ど
に
明
白
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
今

日
で
は
大
臣
は
明
ら
か
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
代
表
者
で
あ
る
。
(
た
と
え

ば
、
】
V
R
Z
5
回目
nv色
9
目H
H
m
w
w

切
日
ロ
弘
司
口
山
口
〉
と
く
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
グ

ィ
シ
!
の
組
織
委
員
会
に
そ
の
幹
部
の
主
力
を
提
供
し
た
。
た
と
え
ば
つ

ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

一
『
・
〉
ロ
ぴ
円
岳
民
(
鉄
鋼
業
組
織
委
員
会
、
今
日
で
は
、
。

g
g
v
g
回百・

a-sZ
昔
日
出

ω丘
町
口
円
四
日
巾
の
会
長
)

同り
-
F
岳
山
色
町
ロ
凶
(
自
動
車
工
業
組
織
委
員
会
、
占
領
下
に
お
け
る
ル
ノ

1
自
動
車
会
社
々
長
、
今
日
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ド
会
社
士
長
U

間
営
ヨ
オ
可

qk戸
g
E
h
C
Z
3
(
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
組
織
委
員
会
、

今
日
で
は
回
以
品
川
口
町
山
口
喜
重
役
会
の
副
議
長
兼
総
・
支
配
人
)

。・
H

・町田町田
4

5

(
化
学
工
業
組
織
委
員
会
、
そ
の
後
口
也
号
の
社
長

兼
総
支
配
人
)

今
日
で
も
ま
だ
金
融
実
顕
制
の
腹
心
の
↑
人
々
は
多
数
の
団
体
の
中
で
重

要
は
ポ
ス
ト
を
占
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄
道
会
社

(
S
・

M
-
c

一
六
玄



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

-
F
)
に
お
い
て
は
、
副
社
長
と
し
て
の
三
ニ
E
H
E
a曲
、
吋
田
邑
久
の
0
5・

3
m色
町
広
⑦
国

n
Z
E吉
田
宏
司
2
骨
て
何
回
け
の
社
長
で
、
戸
田

N戸『品

切
hgw
の
高
級
代
奉
者
の
一
人
で
あ
る
)
が
席
を
占
め
て
い
る
。
叉
、
乙

の
S
・
M
・
C
・
F
の
軍
役
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、

H
E民
国
自
己
注

(
バ
り
・
オ
ル
レ
ア
ン
鉄
道
会
社
々
長
〉
、

H
J
R
B
の
2
5ロ
ハ
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
系
の
め
。

5
古
田
向
同
居
合

Z
O誌
の

副

社

長
U
、
k
p
ロ
骨
骨
冨
08γ

z
h
W
2ハめ
O
B匂
何
本
州
出
品
市
内
山
口
冨
丘
町
の
社
長
)
、
同
-
z
o
s
-
-
H
C
C
S己
(
パ

リ
・
リ
ヨ
ン
・
地
中
海
鉄
道
会
社
の
社
長
)
が
い
る
。

国
営
の
フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社
の
重
役
会
に
は
次
の
人
物
が
い
る
と
と
が

分
る
。出巾
口
同
凶
戸
開
h
o
R
H
(
マ
レ

l
H
ミ
ラ
ボ

l
系
の
切
民
五
口
O
山
由
静
岡
H出目。ロ

】
】
笹
口
氏
巾
口
問
巾
に
関
係
し
、
宮
。

E
号。
-
z
E白
丘
公
の
民
同
日
目
一
同
ぷ
門
広
・

語
訳
。
E
S
N
R
司
g
v
o
m件
の
社
長
、
副
社
長
叉
は
重
役
会
の
一
員

で
あ
る
J

MHOZ江
田
氏
凶
(
フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社
監
督
官
の
一
人
で
、
以
前
は
メ

ル
シ
ェ

1
系
の
十
七
会
祉
の
重
役
会
に
協
同
子
ぞ
占
め
た
。
今
日
で
も

フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社
と
関
係
の
あ
る
次
の
諸
会
社
の
社
畏
又
は
重
役

会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
と
れ
ち
の
会
社
と
は
、
向
。

g位
和

同門回目
2
2
2・何万円丹『
C
S巾円同出向。
uJ10Hn白
ロ
一
宮
即
g
n白
山
口
日
色
。
任
幹
・

広
げ
ロ
立

Cロ
色
♂
同

F
仏⑦同州出
N
叩
AU
向日・
0】EHHEn-仲
ArJNRVAHlmw目。町田内川口問・

円
E
R
-
-車
輸
と
電
気
牽
引
車

ω
o
n
E
P
H
M
O口
円
】
巾
ロ
守
冊
目
8MM冊目

g
m
E
白白
ω
〈

AVV戸内
E
g
A
V
-目
立
広
告
町
田
で
あ
る
o
)

国
有
化
さ
れ
た
誇
銀
行
に
は
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
多
数
の
腹
心
の
人
々

一
六
六

が
い
る
。
三
凶

onHE静
岡
宮
町
向
て
・
に
つ
い
て
そ
の
社
長
で
J

の
る

E
R・

5
品
。
豆
島
可
ぞ
挙
げ
て
み
る
と
、
か
れ
は
、
就
中
、
内
O
B古
田
岡
巳
o

m角川
EVE-U
与
吋
広
三
江
巳
片
品
(
。
・
の
・
開
-
U
U

河
内
同
丘
町
口
耳
目
H-宵叩

40出
回
・
』
-

R
U

目
S
E
E
n
H
(ド
・
ヴ
7

ン
デ
ル
系
)
等
々
を
管
理
し
て
い
る
。
』
同
2
E日出

旬。
R
E
E
ば
戦
前
に
喝
力
お
よ
び
石
炭
の
廿
五
会
社
に
つ
い
て
主
役
会

に
関
係
し
て
お
り
、
叉
、
同
時
に

ω
o
n
E骨
肉
宮
企
乱
。
の
取
締
役
会
の

一
員
で
あ
る
が
、
な
お
有
力
な

C
・
D
-
E
(上
述
)
の
総
裁
で
も
あ
る
。

。
芯
門

5
V旬
。
ロ
白
色
町
の
社
長
で
あ
る
切
・
何
回
円

R
E
は
す
で
に
第
一
次

大
戦
後
に

ω。
広
芯
間
宮
今
日
目
叩
の
訓
支
由
人
で
あ
っ
た
。
叉
、

ω02FHb

岡
g
b
g
g
の
総
支
配
人
で
あ
る
呂
町
』
1
2
冨
。
5
2
z
Z
A
V吋
巾
け
は
一
九
一
一

六
年
に
財
務
監
督
局
ぞ
辞
任
し
た
が
、
そ
れ
は
の
芯
門
書

F
3口
富
山
田
に

入
る
た
め
で
め
っ
た
。
か
れ
は
一
九
四

O
年
五
月
ま
で
同
銀
行
の
取
締
役

で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
か
れ
は
の
E
2・叫，
Hgoロ
(
ジ
レ

i
系)、

F
E一回-

E
山
田
巾
己
由
国
何
日
ロ
凶
(
メ
ル
シ
ェ
l
系
)
、

d
E
S
H
M
Sロ
ロ
白
山
田
巾
匂

CE司目。

噌
山
口
由
民
円
町
宮
市
呉
号

2
D門
凶
器
可
ぽ
(
一
c
d
H
)
円
)
。
。
芯
品
目
什
宮
門
同
ロ
鬼
門
」
巳

2

2
自
HMH門
口
町
田
]
〉
の
重
役
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
全
国
工
業
信
用

銀
行

(
B
・
M
・
C
・
-
)
は
そ
の
重
役
会
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
多
数
の

有
名
な
金
融
資
本
家
守
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
述
の
の
口

E
g
g
o

色
町
一
寸
白
丘
町

(ζ

の
人
物
に
つ
い
て
は
す
で
に

S
・
M
・
C
-
F
の
処
で

触
れ
て
お
い
た
。
)
守
山
口
明
白
百
(
ミ
ラ
ボ

i
銀
行
v
、
〉
広
忠
弘
司
0
8

(
の
白
ス
D
ロロ
2
・
芯
的
色
O
F白
河
む
円
F
R百
w

同』包口町田川
Y

U
白
HV山由吋

hHWZHνKH〉

等
々
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

c
o自
立
三
門
口
付
与
吉
ロ

mwHqロ印口
o
m
G
Z
の
重
役

会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
出
品
回
江
口

2
6
2
n
で
、
か
れ
は

ω目、
HHn-H口
氏



mb口
々
白
日
仏
角
川
目
白
。
。
ロ
印
門
司
ロ
丘
町
O
ロ
位
。
丘
三
官
巾
の
副
社
長
で
ゐ
る
が
、

そ
の
後
ヴ
ィ
シ

l
政
府
の
下
で
癒
力
業
組
織
委
員
会
の
代
表
に
な
っ
て
い

た
か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
企
業
家
全
国
連
盟
ハ

c-N
・p
-
F
Z白
神
宮
授
岳
山
司

ぐ
向
U
白
包
仏
日
吋
B
ロN
O
曲目的口
r
g
d
R
R
S
F
Sめ
る
の
管
制
出
委
員
会
お

よ
び
新
聞
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
の
主
役
会
に
参
加
し
て
い
た
。

国
際
原
料
会
議
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
腹
心

の
人
で
あ
る
。
そ
の
首
席
に
な
っ
て
い
た
の
は
問
自
己
含
〈
比
ミ
で
、

中
央
委
員
会
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
そ
代
表
し
て
い
た
。
と
の
フ
ラ
ン
ス
の

『
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
主
』
は

pv口
広
口
冊
目
、
の
副
社
長
で
、
ま
た
、
総
支
配
人

で
あ
り
、
ホ
チ
キ
ス
、
C

・G
-
E
、
回
川
口
五
口
巾
宕
吋
R
2
2
a
g
H
μ
ミ
呼
出
回
目

等
多
数
の
会
社
の
重
役
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
す
で
に
の
べ

た
よ
う
に
、
ヴ
ィ
シ

i
の
下
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
組
織
委
員
会
の
一
良

で
あ
っ
た
。
種
々
の
一
委
員
会
に
お
け
る
附
の
専
門
家
に
つ
い
て
な
お
二
百

し
て
わ
こ
う
。
銅
お
よ
び
鉛
に
つ
い
て
は

7
8
司
印
可
。
(
ミ
ラ
ボ

i
銀

行、

ζ
宮冊
E
2
2
玄
色
白
誌
の
社
長
)
が
い
る
。
か
れ
は
上
記
の
会
社

の
外
に
、
。

5
ロN
出
U

N

叫丘町ロ

2
色町一己注目】。ロ昨日
U

の
cgH》
g片
岡
、
可
。
ロ
-KFZE

B
回
目
白
等
々
に
も
参
加
し
て
い
る
。
鉄
ム
口
金
に
つ
い
て
は
、

ω田岡田口⑦-

Fと
E
ロ
巾
田
由
時
、
か
い
る
が
、
か
れ
は

F
R
E
E
回
目
注
目
れ
そ
の
他
の
顧
問
で

あ
る
o

h

金
融
界
、
注
業
界
人
り
ぞ
じ
た
一
両
級
官
僚
、
一
時
高
級
官
僚
で
あ
っ
た

金
融
人
の
r

思
子
だ
ち
、
国
家
に
従
関
す
る
す
べ
て
の
団
体
に
参
加
し
て
い

る
コ
ン
ツ
ザ
ル
ン
の
腹
心
の
人
々
。
乙
う
じ
た
す
べ
て
の
こ
と
は
、
閏
家

機
構
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
管
盟
機
構
の
問
の
相
互
浸
透
が
き
わ
め
て
す
す
め

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
融
融
資
本
(

ら
れ
て
い
る
こ
と
呈
示
し
て
い
る
。

似
国
家
財
政
と
金
融
案
一
政
制

金
融
実
頭
制
は
系
統
的
に
そ
の
人
物
を
上
般
の
国
家
行
政
官
庁
の
霊
妥

ポ
ス
ト
に
任
命
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
確
証

は
同
家
と
金
融
寂
頭
制
の
凶
の
関
係
ぞ
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
十
分
で

は
な
い
。
と
う
し
た
事
実
は
『
国
家
の
中
に
お
け
る
国
家
』
の
出
現
と
し

て
、
即
ち
、
資
本
家
に
よ
る
国
家
権
力
の
ほ
償
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
説
明

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
突
き
い
に
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
代
表
者
に
よ
る

外
部
か
ら
の
国
家
機
構
へ
の
侵
入
は
な
い
。
ぞ
れ
は
笥
単
位
理
由
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
は
百
十
年
以
上
も
前
か
ら
既
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
百
年
も
以
前
に
(
乙
の
当
時
は
ま
だ
独
占
が
待
長
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
)
、
国
家
は
士
す
」
じ
て
若
干
の
機
能
に
か
ぎ
っ
て
い
た
。
即
ち
、

対
外
政
策
、
国
内
の
抑
圧
(
軍
隊
、
警
察
、
裁
判
)
お
よ
び
何
等
の
利
潤

も
住
ま
ど
い
『
不
出
産
的
』
支
出
、
道
路
、
病
院
等
等
で
あ
る
。
経
済
活

動
に
た
い
す
る
国
家
の
『
干
渉
』
ば
局
限
ぎ
れ
て
お
り
、
叉
、
一
時
的
で

あ
っ
た
。

約
四
十
年
乙
の
万
、
コ
ン
ツ
ュ
ル
ン
お
よ
び
独
占
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
る
資
本
主
義
は
衰
退
と
全
綬
的
危
機
に
入
リ
と
ん
ど
。
一
九
一
七
年

の
犬
十
月
社
会
主
義
革
命
及
び
第
二
次
大
戦
後
の
人
民
々
主
々
義
お
よ
び

中
華
人
民
共
和
国
の
出
現
は
、
地
球
上
の
人
口
の
一
一
一
分
ゆ
一
号
資
本
主
義

の
領
域
か
ら
離
脱
さ
せ
た
。
植
民
地
な
ら
び
に
従
属
国
に
た
い
す
る
支
配

一
六
七



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

ば
被
抑
圧
民
族
の
独
立
運
動
に
よ
っ
て
脅
威
ぞ
う
け
た
。
は
げ
し
い
経
済

恐
慌
は
資
本
主
義
九
九
震
憾
さ
せ
、
国
際
聞
の
交
易
な
ら
び
に
金
融
市
場
が

も
っ
伝
統
的
な
筏
構
は
完
全
化
解
伴
せ
し
め
ら
れ
た
。
殖
大
な
失
業
し
}
、

貨
幣
減
何
が
恒
常
的
ほ
現
象
に
な
っ
た
。
労
働
者
階
級
の
組
織
と
政
貨
が

主
要
諸
国
で
は
強
ま
っ
た
。
資
本
主
義
ほ
も
は
や
以
前
の
よ
う
な
機
能
を

果
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

又
、
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
犬
独
占
体
は
か
れ
ら
の
勢
力
を
強
化
さ
せ
拡

大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
諸
手
段
(
競
争
、
価
格
、
協
定
)
に
か

ぎ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
独
占
体

は
ま
す
ま
す
戦
闘
手
段
ぞ
意
の
ま
ま
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

(
こ
れ
ら
の
諸
手
段
は
法
律
や
強
制
心
力
に
よ
っ
て
か
れ
ら
に
与
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
J

そ
と
で
『
経
済
指
導
』
(
岳
丘
町
世
田
区
ろ
や
『
国
家
主
義
』
門
別
げ
色
町
曲
目
。
)

が
生
れ
た
。
即
ち
、
経
済
活
動
に
た
い
す
る
国
家
の
恒
常
的
な
、
か
っ
、

多
く
の
千
渉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
改
良
主
義
者
た
ち

(
S
-
E

・I
・0
1
フ
ラ
ン
ス
社
会
覚
、

M
-
R
-
P

人
民
共
和
派
)
が
信
じ

と
ま
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
の
方
へ
の
漸
次
的
な
発
民
、
日
少

し
も
意
味
す
る
も
の
日
で
は
な
く
て
、
反
対
に
、
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
や
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
と
国
家
機
関
と
の
た
え
ず
強
化
し
つ
つ
あ
る
相
互
の
融
合
ぞ

意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
間
グ
ル
ー
プ
と
国
家
儲
構
と
の
融
合
は
金
融
の
領
域
で
も

っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
。
民
間
の
銀
行
阪
出
仰
と
金
融
資
本
機
構
は
、
国
家

機
構
と
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
る
全
体
ぞ
形
造
り
、
そ
の
種
々
な
部
分
は
、

一
六
八

金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
相
互
に
支
持
し

合
っ
た
。

国
有
ル
仇
さ
れ
た
銀
行
お
よ
び
金
融
機
構
は
民
間
金
融
資
本
に
補
助
J
u

与

え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
危
険
に
た
い
し
て
そ
れ
ら
の
活
動
ぞ
保

障
し
、
他
方
で
は
、
そ
れ
ら
が
多
額
の
資
金
る
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

民
間
銀
行
に
と
っ
て
は
、
今
日
で
は
現
実
に
も
は
や
何
ら
の
危
険
2
0
存

在
し
て
い
な
い
。
と
う
し
た
危
険
ば
以
前
に
は
す
べ
て
の
大
規
模
な
活
動

と
結
び
つ
い
て
い
た
。
か
れ
ら
民
間
銀
行
は
も
は
や
自
己
の
危
険
に
お
い

て
長
期
あ
る
い
は
中
期
の
貸
付
九
と
り
わ
な
い
。
国
家
は
危
険
に
た
い
し
て

担
保
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
信
用
に
た
い
す
る
保
障
を
あ
た
え
て
い

る
。
民
間
金
融
資
本
は
利
潤
石
川
出
に
入
れ
て
い
る
。
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
民
間
金
融
資
本
は
反
対
給
付
と
し
て
資
金
也
貸
付
け
る
が
、
そ
の

目
的
と
す
る
処
は
、
止
む
を
得
な
い
場
合
に
は
『
国
家
信
用
』
を
支
え
る

た
め
で
あ
っ
た
。

短
期
信
川
の
領
域
で
は
、
国
家
一

ω活
動
が
民
間
銀
行
を
楽
に
し
て
い
る
。

ζ

れ
に
よ
っ
て
、
民
間
銀
行
は
そ

ρ
預
金
の
法
定
部
分
曲
目
」
大
戒
省
証
券
の

購
入
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
す
る
反
対
給
付
と
し
て
、

国
家
は
銀
行
に
た
い
し
て
信
用
処
理
ら
増
大
さ
せ
、
容
易
に
さ
せ
て
い
る
。

同
時
に
、
同
日
ぶ
は
銀
行
に
た
い
し
て
自
由
花
商
業
手
形
及
び
ぞ
の
仙
手
形

の
再
割
引
丸
山
許
し
て
い
る
。

同
時
に
、
大
蔵
省
や
国
家
の
銀
行
機
関
(
フ
ラ
ン
ス
銀
行
、
国
有
化
さ

れ
た
諮
銀
行
、
預
金
信
託
銀
行
)
ば
莫
大
な
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
金
融
上
の



諸
手
段
ψ

句
集
中
じ
て
い
る
。
国
有
化
さ
れ
た
誇
銀
行
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
、

預
金
部
、
貯
蓄
銀
行
、
郵
便
振
替
口
庭
の
預
金
の
自
由
に
処
理
で
き
る
部

分
、
租
税
収
入
予
対
内
対
外
貸
付
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
『
援
助
』
、
国
有

化
3
れ
た
部
門
に
お
り
る
利
潤
、
社
会
保
険
に
お
け
る
自
由
に
処
理
で
き

る
資
金
、
為
い
ほ
準
備
金
等
々
が
上
述
の
集
中
ル
い
さ
れ
た
金
融
上
の
諸
手
段

で
あ
る
。
こ
の
莫
大
な
金
額
は
何
ら
か
の
方
法
で
国
家
財
政
に
と
っ
て
は

意
の
ま
ま
に
な
る
。
国
家
財
政
は
そ
れ
ら

ο資
金
ぞ
才
出
と
し
て
分
配
す

る
か
、
あ
る
い
は
、
予
算
な
ら
び
に
現
行
金
融
法
上
小
規
定
の
、
き
わ
め
て

一
開
通
の
き
く
範
関
内
で
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
と
に
お

い
て
、
金
融
安
頭
制
、
が
そ
の
忠
実
は
使
用
人
ゃ
い
か
に
じ
て
行
政
機
構
や

財
政
機
構
大
て
い
の
資
金
が
と
乙
ら
通
っ
て
流
れ
る
か
、
叉
は
、
主
要

な
費
用
や
ク
レ
デ
ノ
シ
ト
、
が
こ
ζ

で
割
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る

l
に
入
れ

て
い
る
か
と
い
う
と
と
ぞ
明
僚
に
の
べ
て
き
た
。

似
国
費
!
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
利
潤
の
源
泉

国
費
の
中
に
は
人
件
費
(
俸
給
、
贈
与
、
恩
給
)
と
、
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
農
民
、
小
生
産
者
、
小
数
の
h
u
E

組
理
に
よ
る
損
害
を
う

け
た
人
々
や
戦
争
犠
牲
者
に
与
え
ら
れ
る
と
共
花
、
叉
、
民
間
の
復
興
に

も
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
直
接
に
ニ
ン
ッ
ュ
ル
ン
の
金
庫
に
入

る
も
の
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
消
費
財
の
循
環
や
設
備
に
た
い
す
る
小
額

の
支
出
を
通
じ
て
、
そ
れ
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
利
潤
や
も
た
ら
ず
に
す
ぎ

:
、
。

f
一
L

1

国
資
の
残
り
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
直
接
又
は
筒
接
に
、
コ
ン
ツ
ニ
ル
ン

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
会
一
v

や
金
揃
資
本
守
的
り
て
い
る
。
(
中
、
小
の
坐
産
者
に
た
い
ず
る
註
文
ば

普
通
に
は
と
れ
ら
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
や
金
融
資
本
の
手
守
通
む
て
行
わ
れ

る
J
簡
単
な
場
人
口
は
、
公
共
事
業
や
軍
事
的
な
註
文
の
上
う
に
、
直
い
ほ
の

註
文
に
よ
る
場
合
で
ゐ
る
。
と
う
じ
た
註
文
の
供
与
、
分
割
払
討
よ
ぴ
ク

レ
デ
ィ
ッ
ト

ω承
認
、
な
ら
び
に
最
終
的
な
統
制
は
民
間
銀
行
、
国
立
銀

行
、
全
国
信
用
組
合
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
監
督
す
る

の
は
金
融
実
頭
制
の
代
表
者
で
あ
る
。
昨
一
む
購
買
者
で
あ
る
国
家
は
販

売
一
一
引
に
奉
仕
し
て
い
る
た
め
に
、
価
格
は
と
く

K
高
く
、
利
制
仰
が
莫
大
で
、

と
く
に
、
軍
事
註
文
に
つ
い
て
は
そ
う
で
あ
る
c

あ
る
程
度
面
到
は
の
は
国
家
投
資
で
あ
る
。
日
比
た
処
で
は
、
支
出
は
『
一

般
の
利
益
』
の
た
め
に
行
わ
れ
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
自
身
は
大
騒
ま
ぞ
し
な

い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
白
利
な
条
件
ぞ
あ
仁
え
ら
れ
、
と
れ
に
た
い
し

て
国
有
化
さ
れ
た
産
業
に
は
ク
レ
デ
ィ
ジ
ト
の
割
当
て
の
さ
い
に
当
然
不

利
益
が
あ
た
え
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
突
き
い
に
、
悪
評
の
あ
る
モ
ネ

プ
ラ
ン
の
範
囲
内
で
支
出
さ
れ
た
何
百
億
フ
ラ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
た
い
す
る
註
文
お
よ
び
ζ

れ
ら
コ
ン
ツ

ι
ル
ン
に
た
い

す
る
利
潤
と
な
っ
た
Q

ジ
ヤ
ン
・
モ
ネ
自
身
は
一
九
五

O
年
の
か
れ
の

報
告
で
と
の
現
象
ぞ
以
下
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。
『
国
有
化
さ
れ
た

産
業
に
と
っ
て
自
由
に
処
理
で
き
る
金
額
は
あ
る
程
度
こ
の
国
有
化
産
業

そ
通
り
過
ぎ
た
だ
け
で
、
実
さ
い
に
は
、
殺
備
な
ら
び
に
労
働
に
た
い
す

る
註
文
と
し
て
ふ
た
た
び
民
間
産
誌
に
分
配
さ
れ
た
』
。
た
と
え
ば
、
。
?

民
S
F叶
の
ダ
ム
を
建
設
し
た
諸
会
社
の
中
に
は

ω包
括
町
内
ぽ
♂

C
Bロ
含

4
E〈
E
H
b
o
富
良
8
2
9
m
o己
主
骨
四
か
忠
岡
山

]
o
q開
口
付

B
H
E
B叫
が

一
宍
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

あ
る
。

h
F
回
忌

8
5同
一
⑦
田
宏
司
H
d
口
口
町
の
設
備
に
た
い
す
る
註
文
は
以
下

の
諸
会
社
広
委
任
、
コ
れ
た
。
こ
ワ
会
社
と
は

ωnHH
男
三
R
W
H
J
S叫

EV--F

同

2
3
9
F
K
H
-
2
r
o
p
η
。
と
区
富
山
ゆ
作
広
三
円
O
B
b門
戸
口

Z
5
4『
2江
田
ぬ

}
5
5
2等
々
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
最
大
の
諸
会
社
ゃ
、
巨
大
ト
ラ
ス
ト

は
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
と
う
し
た
国
家
の
支
出
の
大
用
益
者
で
あ
っ
た
。

制
補
助
金
、
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
莫
大
々
利
潤
を
も
た
ら
し
た
直
接
、
間
接
の
註
文
の

外
に
、
国
家
ば
色
々
の
形
態
と
口
実
の
下
に
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
た
い
し

て
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
、
補
助
金
及
び
そ
の
他
の
利
ぷ
を
承
認
し
た
。
補
助
金

割
戻
し
、
多
少
と
も
膨
張
じ
た
戦
争
災
害
の
補
償
、
特
別
租
税
か
ら
の
配

当
は
一
そ
う
そ
れ
ら
コ
ン
ツ

ι
ル
ン
の
活
齢
の
可
能
性
、
そ
の
繁
栄
、
そ

の
利
潤
を
増
大
さ
せ
た
。

た
と
え
ば
、
造
船
コ
ン
ツ
ュ
ル
ジ
は
、
戦
争
災
害
一

ω賠
償
と
い
う
形
で

設
備
や
近
代
化
に
仁
い
す
る
画
家
信
用
と
し
て
、
あ
る
い
は
補
助
金
と
し

て
何
千
億
フ
ラ
ン
か
冶
戦
争
終
了
後
う
け
と
っ
て
い
た
。

製
紙
采
で
は
、
輸
入
さ
れ
に
木
材
の
消
貨
に
よ
っ
て
生
じ
た
伺
栴
差
是

減
少
主
せ
ど
う
と
い
う
口
実
の
下
に
、
耕
助
金
、
払
戻
し
が
与
え
ら
れ
た
。

Fmw

〔
町
名
色
。
製
紙
会
社
は
一
九
五
一
年
第
三
四
半
期
の
間
だ
け
で
ご

三
六
百
万
フ
ラ
ン
守
、
切
骨
…
NHH山
口
会
社
ぽ
二
一
五
百
万
フ
ラ
ン
を
、
日
出
G
口。

廿
同
は
一
一
一
一
百
万
フ
ラ
ン
そ
得
た
。

Q
z
g
b
仏
口
駅
在
九
回

g
F
一
九

一
九
二
年
三
月
八
日
号
)
石
油
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
'
色
亦
補
助
金
投
得
た
が
、
そ

の
た
め
に
補
助
基
金
と
し
て
は
六
七
億
フ
ラ
ン
に
達
し
た
。
肥
料
ト
一
つ
ス

一
七

O

ト
は
一
九
五
一
年
に
一
八
億
ド
ル
奇
得
た
が
、
植
民
地
の
砂
糖
段
産
は
デ

一
億
フ
吹
ン
を
得
た
ο

銀
行
機
構
、
為
替
局
の
助
け
努
何
て
、
さ
ら
に
、
貨
幣
(
本
位
)
平
衡

基
金
に
よ
っ
て
、
国
家
は
『
国
家
の
利
益
』
に
お
い
て
削
州
国
貿
易
を
取
締

り
、
統
制
し
た
。
実
さ
い
に
、
こ
れ
ら
の
全
干
渉
機
構
は
ト
ラ
ス
ト
に
奉

仕
せ
し
め
ら
れ
た
。
国
家
は
自
ら
の
負
担
で
、
為
否
定
期
取
引
に
も
と
‘
つ

い
て
生
じ
た
相
場
の
損
失
を
引
受
け
、
輪
、
同
業
者
に
補
助
金
逢
引
渡
し
、

且
つ
あ
九
一
ゆ
る
租
税
特
権
や
種
々
の
贈
与
に
ー
よ
っ
て
大
輸
出
業
者
を
助
成

す
る
た
め
に
平
衡
(
資
金
)
金
庫
を
活
動
さ
せ
る
ひ
為
替
統
制
に
か
ん
し

て
は
、
そ
れ
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
支
配
を
通
じ
て
巨
大
資
本
家
の
輸
出
を

(ζ

の
統
制
に
反
対
し
て
)
許
可
し
、
容
易
陀
し
、
且
つ
促
進
す
る
。

占
領
期
間
中
は
占
領
軍
の
た
め
に
大
い
に
活
動
し
た
一
定
の
産
業
は

)
『
収
用
(
公
用
)
に
た
い
す
る
損
害
補
償
』
ぞ
受
取
っ
た
が
、
夫
れ
は
占

領
中
に
と
の
会
社
に
よ
っ
℃
採
掘
さ
れ
る
か
生
産
さ
れ
た
ト
ン
数
ハ
霊
望
)

に
応
。
て
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
@
(
例
え
ば
、
採
掘
さ
れ
た
鉄
鉱
石
ト

ン
当
り
五
二

0
フ
ラ
ン
、
鋳
鉄
ト
ン
当
り
五
五
フ
ラ
ン
、
鋼
塊
ト
ン
当
り

一一一

0
フ
ラ
ン
)

国
家
が
最
近
に
民
間
企
業
に
承
認
し
た
補
助
金
必
外
に
、
国
家
は
そ
れ

ら
の
企
業
に
な
お
一
そ
う
大
規
模
な
投
資
信
用
そ
承
認
し
た
。
一
九
五

O

年
ご
九
四
七
年
の
「
モ
ネ
1
・
フ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
の
阪
信

i
一
九
五

C
年
に
よ
る
む
)
に
、
民
間
企
業
お
よ
び
公
私
共
同
の
企
業
に
た
い
す

る
投
資
の
半
分
(
一
二
凶
一

O
億
フ
ラ
ン
中
の
一
、
七
二

O
億
フ
ラ
ン
)
は

国
家
の
資
金
か
ら
支
弁
、
ロ
い
い
た
。
同
年
(
一
九
五

C
年
)
大
ト
ラ
ス
ト
に



与
え
ら
れ
た
国
家
信
用
の
巾
で
は
、
以
下
け
如
く
で
ゐ
る
。
即
ち
、

d
∞
守

口O
円
及
び

ω三
広
口
に
は
一
八

C
億
(
H
Y
-
-
V
欽
鋼
業
及
び
鉄
鉱
採
鉱
業

を
支
配
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
五
五
億
パ

PJU、
有
色
金
属
ト
ラ
ス
ト
に
回

。
依
(
甲
・
1

電
機
々
械
製
作
の
独
占
体
に
六
八
五
百
万
フ
ラ
ン
、
肥
料

ト
ラ
ス
ト
に
一
、
五
O
行
百
万
フ
ラ
ン
等
々
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
以

後
、
伺
千
億
フ
ラ
ン
か
は
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
と
し
て
こ
う
し
た
方
法
で
国
家

か
ら
直
接
に
ト
ラ
ス
ト
忙
し
与
え
ら
れ
た
。

叉
、
国
家
は
ト
ラ
ス
ト
に
た
い
し
て
全
く
一
万
的
校
贈
与
を
行
っ
た
。

ぞ
と
で
、
そ
れ
ら
の
ト
ラ
ス
ト
に
対
し
て
は
設
備
、
か
国
有
化
合
れ
た
若
干

の
諸
会
社
か
ら
見
切
り
値
段
で
譲
渡
さ
れ
た
。
(
た
と
え
ば
、
二
、
三
一
の

航
空
機
及
び
発
動
機
会
社
の
場
合
の
如
く
)

制
特
別
租
税

制
潤
守
ト
ラ
ス
ト
の
金
庫
に
入
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
最
近
奇

抜
な
方
法
が
完
成
主
れ
、
広
汎
聞
に
お
け
る
ぞ
れ
の
適
用
が
行
わ
れ
た
。

国
家
は
一
定
商
品
に
た
い
す
る
特
別
租
税
の
引
上
の
た
め
に
そ
の
全
権
を

利
用
し
た
。
こ
の
泊
加
し
た
分
は
突
さ
い
は
間
接
税
で
、
そ
れ
ば
消
費
者

に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ヨ
℃
民
民
Z
S
Z芯
ョ
と
い
わ
れ
、
一
方
、

そ
れ
ら
の
ど
れ
も
が
一
般
の
国
家
予
算
に
入
ら
な
い
で
特
別
の
使
命
を
得

て
い
た
。
大
て
い
の
場
合
は
、
そ
れ
は
直
接
に
ト
ラ
ス
ト
の
た
め
に
引
上

げ
ら
れ
、
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
管
略
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
哲
干
を
の
べ
て

み
る
と
、
交
官
日
目
的
内
向
日
丘
町
.
の
最
大
の
項
ヨ
の
一
は
技
術
面
に
沿
っ

ち
減
価
償
却
の
夫
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
一
一
一
ニ

O
億
フ
ラ
ン
の
年
々
の
和
税

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

に
な
る
。
そ
こ
で
加
盟
混
一
ト
ン
当
り
六
.
一
一

0
フ
ラ
ン
の
附
加
税
1

そ
れ

は
国
有
化
さ
れ
た
ア
ル
サ
ス
の
川
直
一
鉱
山
の
特
別
勘
定
に
記
入
き
れ
て
い

る
が

l
は
加
旦
肥
料
生
産
者
。
『
生
産
手
段
以
改
良
と
近
代
化
』
の
た
め

に
役
立
っ
た
。

と
う
し
た
租
税
み
も
っ
と
も
侍
民
的
な
も
の
は
鋼
鉄
製
品
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
O
J

ぞ
れ
は
、
マ
ン
ガ
ン
鉄
鋼
お
ヱ
ぴ
婦
鉄
鋼
(
ト
ン
当
り
一
、

間
二
五
フ
ラ
ン
)
、
鋳
鉄
(
ト
ン
当
わ
八
七
0
フ
ラ
ン
U
、
普
通
鋼
(
販
売

何
格
の
一
一
一

t
一
三
ダ
)
で
、
こ
れ
ら
の
き
わ
め
工
巨
額
の
附
加
(
税
)

は
『
技
術
商
に
お
け
る
減
価
償
却
』
と
、
『
設
備
の
史
新
な
ら
び
に
一
以
代

化
』
に
指
定
ぎ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
と
れ
ら
の
附
加
ハ
税
)
は
直
接
に
は

E
h
C
5
3
0
片

b
z
p
o内
在
広
明
日
4

門芯

E
お
五
ロ

2
3
即
ち
、
製
鋼
ト
ラ

ス
ト
に
よ
っ
て
管
理
ぎ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
場
合
に

は
ト
ン
当
り
二
一
、

0
0
0
フ
ラ
ン
の
附
加
税
で
あ
る
と
と
を
一
雷
同
し
て

お
く
。
乙
れ
は
同
ぷ
岳
山
口
毛
色
ぬ
宮
ゆ
独
占
資
本
の
『
投
資
の
償
却
』
の

た
め
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

凶
(
金
融
)
案
一
城
制
に
奉
仕
す
る
国
営
産
業

一
九
四
七
年
以
来
、
国
家
は
忠
実
に
金
融
寮
頭
制
の
独
占
的
な
利
益
の

た
め
に
、
国
品
目
化
さ
れ
た
産
業
、
銀
行
、
お
よ
び
保
険
会
社
を
管
理
し
た
。

民
間
の
独
占
資
本
グ
ル
ー
プ
は
同
有
化
か
ら
莫
大
な
利
潤
ぞ
得
た
が
、
ぞ

れ
は
一
方
で
は
、
か
れ
ら
に
承
認
さ
れ
た
特
別
価
格
に
よ
っ
て
得
た
も
の

で
あ
り
、
他
万
で
は
、
か
れ
ら
が
獲
得
し
た
莫
大
な
補
償
金
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

七



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
国
営
会
社
を
通
じ
て
特
別
料
金
で
電
力
、
石
炭
叉

は
ガ
ス
を
供
給
さ
せ
、
さ
ら
に
、
自
己
の
商
品
を
鉄
道
を
通
じ
て
輸
送
さ

せ
た
。
と
う
し
た
優
先
権
は
実
さ
い
に
真
の
剰
余
価
値
を
民
間
産
業
に
譲

渡
さ
せ
る
乙
と
に
な
っ
た
が
、
と
の
剰
余
価
値
は
国
営
産
業
の
労
働
者
に

よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
電
力
は
、
か
れ
ら

〈
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
)
に
た
い
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社
の
キ
ロ
ワ
ッ
ト

当
り
の
利
潤
を
喰
い
つ
く
す
ば
か
り
で
な
く
、
損
失
を
招
い
て
販
売
さ
せ

る
よ
う
な
価
格
で
売
却
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

の
発
電
所
渡
し
の
原
価
は
ニ
・
七
一
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
が
、
と
の
電
力

が
電
気
化
学
お
よ
び
電
気
治
金
企
業
に
は
一
・

O
八
フ
ラ
ン
で
引
渡
3
れ

た
。
そ
の
(
損
失
の
)
補
償
は
家
庭
用
の
高
い
電
力
料
金
(
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
当
り
二
六
フ
ラ
ン
)
あ
る
い
は
、
小
企
業
用
の
高
い
電
力
料
金
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
。

鉄
道
輸
送
に
お
い
て
は
、
大
企
業
は
、
そ
れ
が
大
得
意
先
で
あ
る
と
い

う
口
実
の
下
で
優
先
料
金
を
得
て
い
た
。
一
九
五
二
年
二
月
の
S
・
M
・

C
-
F
の
料
金
引
土
の
さ
い
に
は
、
鉄
鋼
業
の
独
占
体
は
、
そ
の
製
品
に

つ
い
て
の
引
上
げ
を
五
%
引
下
げ
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
各
商
品
群
に
つ

い
て
は
、
貨
物
料
金
の
引
上
は
一

O
l
-
一
五
ダ
に
達
し
た
。
同
じ
乙
と
が

石
炭
の
供
給
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
そ
れ
は
国
有
佑
さ
れ
た
石
炭
鉱
業

に
よ
っ
て
、
大
企
業
に
た
い
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
用
益
者
(
利
益
を

お
さ
め
た
も
の
)
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
割
引
さ
れ
た
料
金
が
問
題

で
は
な
い
。
(
商
、
工
業
に
お
い
て
大
き
な
顧
客
に
み
と
め
る
よ
う
な
売

却
価
格
に
相
応
す
る
割
引
料
金
が
問
題
で
な
い
)
電
力
の
例
は
、
と
と
で

七

問
題
と
な
る
ζ
と
は
国
家
に
よ
る
大
企
業
へ
の
意
識
的
援
助
で
あ
る
と
い

う
乙
と
を
示
し
て
い
る
ω

他
方
に
お
い
て
、
国
有
化
の
さ
い
に
石
炭
、
ガ
ス
、
電
力
会
社
に
み
と

め
ら
れ
た
現
金
に
よ
る
補
償
金
は
、
そ
れ
ら
の
会
社
が
従
属
し
て
い
る
金

融
資
本
グ
ル
ー
プ
に
認
め
ら
れ
た
。
(
そ
の
目
的
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
関

係
し
て
い
た
他
の
部
門
に
お
け
る
支
配
ぞ
強
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
J
国

有
化
は
集
積
の
強
化
を
ひ
き
起
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
O
年
に
は

す
で
に
、
多
少
と
も
相
互
に
結
び
つ
き
の
あ
っ
た
以
前
の
石
炭
鉱
業
会
社

は
ご

O
億
フ
ラ
ン
の
補
償
金
を
得
た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る

E
n
E富
山
、
は
、
自
己
の
国
有
化
さ
れ
た
水
力
発
電
設
備
に
た
い
し
て
四

五
億
フ
ラ
ン
の
賦
払
補
償
金
を
得
た
。
等
荷
。

と
う
し
た
補
償
金
は
、
当
該
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
国
有
化
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
た
部
門
を
い
ち
じ
る
し
く
拡
張
さ
せ
る
こ
と
弘
官
許
し
た
。
営
業
会
社

(
現
寄
)
叉
は
分
割
会
社
は
持
株
会
社
に
伝
っ
た
。

ζ
ζ

巳
て
一
一
一
石
例

が
あ
る
。

ωon日
和
仲
骨
宮
《
吉
田
仲
江
冊
目
H
o
g
g
-含
師

団

付

n
E
B
E
S
は
今
後

k
F
a
b
丘
町
国
内
同
叩
問
。

B
一
宮
曲
の
株
式
一
八
、

0
0
0株
、
ハ
宮
白
号
o
s
S同町田

宮
町
B
E
B
r
o
z呂
・
冨
2
8
の
株
式
四
五
、

0
0
0株
を
所
有
し
た
。

ω
丘町
5
E
(以
前
は
回
2
m
d
q
R
Z
4
0ロ
F
2
6は
、
司
。
吋
伺
冊
目
。
E
Z
?

『仏白け

amwEwau
吋，
H
A
V

片品目叩同日開曲仏冊目・一切血
t
H
M
F
C田切
V
巳冊目

a
o
n。ロ田'

S
Z宮
市
等
の
株
式
ご
二
七
、

0
0
0株
を
所
有
し
て
い
る
。
表
干
の
国

有
化
さ
れ
た
電
力
会
社
(
Z
o
a
-
Fロ
E
5
2
u
開問
HEF己
目
芯
号
U
F
3ロロ曲目
8

a
g
開
田
ロ
同
等
u

を
合
併
し
た

ω昆
'FE富
山
静
定
は
一

O
億
フ
ラ
ン
以
上

の
補
償
金
を
得
た
が
、
そ
れ
ば
大
部
分
が
植
民
地
の
電
力
及
び
石
油
企
業



に
投
資
さ
れ
た
0

・
若
干
の
『
国
有
化
さ
れ
た
』
会
社
は
以
前
よ
り
も
よ
り

強
大
に
な
り
、
そ
の
結
呆
巨
大
ト
ラ
ス
ト
の
中
で
優
越
し
た
地
位
に
入
る

に
値
す
る
と
い
う
事
が
生
じ
る
。

(
F
3ロ
ロ
と
お
母
国
同
E
H
u
h
v
m
g宮

号

同

局

昔

Z
2品
川
(
，

CHH】
白
岡

E.冊

1
5
2
Z
E
の
自
)
今
後

。cg
H
M釦
間
同
回
目
印
刷

1
5
3
F
E仏
口

ω仲
立

色

。

同

M
C
E円
】
戸
匂
門
戸
口
打
開
巾
汁
同
.
一
切
・

青白
HMma
と
名
称
変
一
見
さ
れ
た
最
後
の
も
の
に
つ
い
て
の
例
を
の
べ
る
と

、
乙
れ
は
以
前
の

C

・P
・D
・E
〔

C
O
S
U
ぷ
山
口
問
。
句
史
!
』
曲
目
叩
ロ
回
目
岳
山

口町田可
F
E芯
口
弘
d
z
n伸
之
の
仙
芯
〉
の
私
有
財
産
を
吸
収
し
、
。
伊
N

色町円

(
ベ
ル
ギ
ー
の
ト
ラ
ス
ト
、
ベ
ル
ギ
ー
で
ガ
ス
及
び
電
力
生
産
ぞ
支
配
)

の
五
C
M月
巻
所
有
し
た
。
国
有
化
に
た
い
す
る
補
償
と
し
て
手
に
入
れ
た

同
社
の
資
本
参
加
分
と
社
債
ペ
額
)
は
五
八
億
マ
ル
ク
と
な
っ
た
。
特
に
一

言
一
す
べ
き
点
ば
、
同
社
は
二
、
一
四
五
百
万
(
フ
ラ
ン
)
の
補
償
金
を
受

取
っ
た
が
、
一
方
、
一
九
五
一
年
六
月
に
株
主
総
会
は
一
、
九

O
O
T円
万

(
フ
ラ
ン
)
と
計
算
し
た
。
(
R
E
m
司
H
d
D
明氏

8
3
一
九
五
二
年
一
月
一

九
日
)
国
誰
が
税
金
吾
払
う
心
か

巨
大
ト
ラ
ス
ト
は
国
家
の
予
算
ぞ
掠
奪
し
つ
く
じ
て
い
る
。
巨
大
ト

ラ
ス
ト
に
、
き
わ
め
て
豊
富
に
分
配
す
る
こ
う
し
た
す
‘
ば
ら
し
い
果
実
は

一
体
ど
こ
か
ら
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
国
障
に
よ
っ
て
自

由
に
で
き
る
勤
労
J

す
や
中
産
階
級
の
財
湾
で
あ
ろ
。
突
さ
い
に
、
ト
ラ
ス

ト
は
国
庫
か
ら
豊
富
に
汲
み
と
る
ザ
い
り
で
は
な
く
、
最
少
の
利
税
を
ち
勘

定
に
入
れ
て
い
る
。
会
計
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
こ
う
し
た

現
象
に
つ
い
て

O
大
体
の
姿
ぞ
わ
れ
わ
れ
に
思
い
浮
ば
せ
る
が
、
そ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
ご
)

最
近
の
期
間
に
ま
す
ま
す
明
白
に
な
っ
た
。

hhHpdgg一
号
色
町
一
白
色
付
守

色町

S
B岡田口円山静
5
3
こ
九
五
二
年
始
め
に
現
わ
れ
た
)
が
消
資
制
作
、

じ
て
示
し
て
い
る
と
の
租
税
は
一
九
一
二
八
年
に
は
全
受
取
高
合
計
の
五

四
〆
、
一
九
五
O
年
に
は
そ
れ
の
六
二
〆
、
そ
し
て
、
一
九
五
一
年
に

は
そ
れ
の
七
五
d
p
e
示
し
て
い
た
。
一

O
人
余
り
の
金
融
資
本
家
が
乙

の
租
税
を
当
て
に
し
て
い
る
が
、

ζ

の
人
々
は
予
算
心
中
か
ら
最
大
の

利
益
を
得
て
い
る
。
そ
れ
は
全
く
わ
ず
か
江
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、

国
家
の
歳
入
の
四
分

ω一
ニ
は
住
民
大
衆
か
ら
徴
集
さ
れ
る
。
大
ト
ラ
ス
ト

及
び
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
主
と
し
て
提
供
さ
れ
る
租
税
、
つ
ま

り
法
人
税
は
一
九
五
一
年
度
国
家
歳
入
の
わ
ず
か
九
〆
し
か
も
た
ら
じ
て

、
p
h

、。

L
f
e
h
v
 

と
れ
に
関
し
て
、
一
見
し
て
高
い
と
の
税
率
(
会
社
の
純
利
益
の
三
四

ダ
〉
は
い
か
に
僅
か
で
あ
る
か
と
い
う
ζ

と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

突
き
い
の
税
率
は
た
し
か
に
一
o
d
F
を
越
え
る
と
と
は
な
い
。
と
い
う
の

は
、
利
潤
を
貸
借
対
照
表
の
他
の
項
目
に
か
く
す
と
い
う
沢
山
の
手
段
の

外
に
、
多
数
の
法
律
上
の
規
定
が
ト
ラ
ス
ト
に
た
い
し
て
あ
ら
ゆ
る
(
租
税

の
)
角
除
と
軽
減
ぞ
承
認
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
次
の
様
に
言
う
ζ

と

が
出
来
る
。
た
と
え
ば
『
技
術
上
の
調
達
の
た
め
の
割
当
』
に
つ
い
て
と
同

様
に
、
商
品
在
庫
に
た
い
し
て
再
投
資
さ
れ
る
利
潤
の
一
部
に
つ
い
て
の

課
税
免
除
に
か
ん
す
る
規
定
。
叉
、
そ
の
外
心
規
定
は
、
急
速
な
(
減
価
)

償
却
、
租
税
を
免
除
し
た
『
相
場
変
動
準
備
金
』
、
会
社
の
合
併
か
ら
生
ず

る
利
潤
に
た
い
す
る
租
税
免
除
や
助
長
し
で
い
る
。
一
九
五
一
年
に
は
、

未
分
配
の
利
益
に
た
い
す
る
課
税
は
廃
止
占
け
れ
、
同
様
に
亦
多
数
の
課
税

一七一一一



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

の
免
除
が
行
わ
れ
た
。
ペ
ピ
ネ
l
内
閣
の
最
終
の
、
し
か
も
も
っ
と
も
急
進

的
な
も
の
)
一
九
四
八
年
未
に
は
、
納
税
義
務
の
あ
る
利
潤
合
計
五
七
八

O
億
フ
ラ
ン
(
個
人
の
現
実
の
利
益
に
た
い
す
る
個
人
並
び
に
会
社
の
課

税
)
に
つ
い
て
配
当
の
控
除
は
二
一
、
七
六

O
佑
フ
ラ
ン
に
達
し
、
そ
の
中

で
、
二
、

O
五
C
億
フ
ラ
ン
ば
『
技
術
上
の
調
達
の
た
め
の
割
当
』
で
あ

っ
た
。会
社
は
叉
そ
の
重
役
の
俸
給
そ
『
給
料
』
と
し
て
一
般
賀
の
中
に
組
入

れ
る
権
能
が
ゐ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
O
年
に
課
税
ぎ
れ
た
会
社
に

つ
い
て
は
、
こ
の
俸
給
は
合
計
し
て
一
、
五

O
O億
フ
ラ
ン
を
ζ

え
て
い

る
。
報
告
さ
れ
た
利
潤
の
蹴
額
毎
週
じ
て
、
と
れ
ら
の
会
社
は
そ
の
年
に

三
九
五

O
年
)
た
だ
乙
の
と
と
に
よ
っ
て
七

0
0・
億
フ
ラ
ン
の
現
実
の

租
税
免
除
を
得
た
。

綜
一
倍
し
て
次
の
よ
う
陀
言
う
乙
と
が
出
来
る
。
最
大
の
国
費
が
一
一
渥
り

の
金
融
資
J

本
家
達
に
役
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
国
費
は
予
算
に

は
そ
の
収
入
の
一

(
U
ダ
厄
ら
ず
み
}
与
え
た
の
み
で
あ
っ
た
。
残
り
の
何
千

万
人
か
の
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
担
税
額
が
徴
収
ぎ
れ
て
い
る
。

と
の
租
税
の
貢
納
は
ま
す
ま
す
大
き
な
負
担
に
な
ウ
て
い
る
ο

消
費
財

に
た
い
す
る
極
税
額
は
一
九
三
八
年
と
一
九
五
一
年
の
聞
に
七
セ
ダ
ピ
け

引
上
げ
ら
れ
た
。
即
ち
、
一
二

C
C憶
か
ら
五
二

Q
億
フ
ラ
ン
に
な
っ
た
。

(
貨
幣
術
値
は
一
九
一
二

o
q反
の
夫
れ
に
よ
る
。
山

制
悶
家
と
一
券
頭
制
の
手
に
握
ら
れ
る
『
報
、
辺
部
門
』

新
聞
聞
と
ラ
ジ
オ
は
、
与
論
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
、
即
ち
、
金
融
資
本

や
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
喜
ば
れ
る
政
策
を
押
し
つ
け
忍
た
め
の
二
つ
の
も

一
七
四

っ
と
も
強
力
な
手
段
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
は
全
部
、
新
聞
は
大
部
分
が
金
融

寡
頭
制
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
(
ぞ
れ
は
直
按
的
で
あ
ろ
う
と
、
叉

は
国
家
の
仲
介
品
。
還
し
て
で
あ
ろ
う
と
)

新
聞
、
と
く
に
、
白
刊
新
聞
の
存
在
は
多
く
の
日
副
長
素
に
依
存
し
て

い
る
。
情
報
源
泉
へ
の
接
近
、
紙
の
供
給
、
印
刷
所
の
所
有
叉
は
賃
借

り
及
び
小
売
が
そ
れ
ら
の
要
素
で
あ
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
ト

ラ
ス
ト
及
び
国
家
の
子
に
に
y
u
ら
れ
て
い
る
。
情
報
源
泉
は
、
英
米
の
海

外
代
理
機
関

(
A
-
P
、
U
-
P
、
ロ
イ
タ
ー
)
そ
除
げ
ば
、

krmgg

H
J
g
n巾
可
ほ
お
申
(
K
F

・司・

MM・
)
に
よ
る
国
家
独
占
で
、
直
接
に
情
報
相

に
従
属
じ
、
国
家
の
補
助
金
が
な
け
れ
ば
や
哩
て
ゆ
け
な
い
。
新
聞
の
発

行
は

l
例
外
ら
除
け
ば

lω
宗
広

szm呉川
申
出

mwzr∞
回
HM可
名
門
戸
田

g
弘巾

司
5
2巾
に
依
存
レ
て
い
る
。
即
ち
国
家
に
依
脊
じ
て
い
る
。
紙
〈
新
開
用
U

の
供
給
は
完
全
に
新
聞
紙
協
会
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
ば
即
ち
、

三
つ
の
強
力
な
紙
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
ば
、
パ
リ
に
お
け

る
(
新
聞
用
)
紙
の
割
当
て
は

ω
2芯
芯
沼
田
一
三
加
町
民
話
宏
一
句
阻
む
向
。
司
田
島
市

3
・
由
回
認
の
独
占
で
あ
る
こ
と
を
お
も
い
出
す
。
と
の

ω
C
口
広
叶
か
は
同
時

に
、
政
府
の
代
表
と
出
回
nr巾
日
開
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。

新
聞
の
小
売
及
、
び
販
売
は
問
。
出

R
E
H
g
ト
ラ
ス
ト
の
手
に
採
ら
れ

て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
特
別
の
蓑
要
な
地
位
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
ト
ラ
ス
ト
は
切
白
H
H
ρ
z
a
o
同M
R
2
2
仏

2
可
日
ち
回
同
回
一
ω

金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
に
属
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
】

ν
R
Z
g
F
g
b円
bw
内巾

富田片岡目、同う

g
ロ円巾
'
ω
C
5
H
V
E江
田
七
円
由
曲
師
由
の
よ
う
な
若
干
の
新
聞
を
直
按

に
支
配
す
ろ
と
と
も
に
、
多
く
の
他
の
新
聞
を
間
按
に
(
重
役
会
に
い
る



そ
の
代
表
者
そ
通
じ
て
)
支
閉
山
し
て
い
る
。
同
ト
ラ
ス
ト
は
新
聞
及
び
雑
e

誌
の
小
売
や
販
売
で
は
事
実
上
の
独
占
ら
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄
道
会

社

(ωznHり
Z
R芯
ロ
丘
町
ロ
司
主
ロ
N

叩悶山田口
F
E
μ

回目印。回目}戸何回口ぬ。出口口田口町山・

3
)
お
よ
び
パ
リ
地
下
鉄
の
一
一
切
の
議
書
に
つ
い
て
請
負
独
占
ら
行
っ
て

い
る
。出回
円
四
回
巾
丘
町
の
勢
力
は
直
悼
問
、
間
践
に
新
問
、
書
籍
に
関
す
る
一
切
の

も
の
に
拡
が
っ
て
い
る
。
回
目
各
九
万
一
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
海
外

に
お
け
る
書
籍
の
小
売
を
支
回
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
一
手
政
売
契

約
陀
よ
る
ち
の
で
、
そ
れ
は
(
第
二
次
)
大
戦
前
か
ら
慨
に
三
八
の
出
版

社
と
結
ば
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
の
金
庫
に
利
訴
を
ち
た
ら
す
と
い
う
条
件

各
基
礎
に
レ
て
、
山
川
崎
祐
は
金
融
的
に
は
同
ト
ラ
ス
ト
に
従
属
し
て
い
る
。

と
く
に
、

ZEJ1巾}日目同
2
8
H
H
H・8
2
2巾ハ
Z-HPHり
・
)
の
出
版
社
。
臼

E
S向
島
、
が
重
姿
で
あ
る
。
出
回
円
『
目
立
。
は
パ
り
に
お
け
る
新
聞
割
当
の

独
占
を
奪
回
す
る
と
と
に
成
功
レ
た
。
(
乙
の
独
占
ば
、
回
目
与
え
芯
に
と

っ
て
は
占
領
中
は
ナ
チ
協
力
的
な
態
度
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
U

出
足
'

F
2
8
一
家
は

z
Z
2
4巾ロ
2
豆町田回目

N
R山
富
=
の
絶
対
的
な
支
配
者
で
、

特
に
そ
の
子
会
社
で
あ
る
∞
青
山
合
炉
号
忠
吋

E
B
含

冨

2
8官
民
自
国

を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
(
そ
の
後
、
国
民

F
2
g
は
一
九
四
五
年
に
砥
抗

運
動
の
新
聞
に
よ
っ
て
設
立
き
わ
た
冨

E
曲
目
ぬ
由
江
町
田
町

H
-
B
2
2
2
仏由

市

5
8巾
そ
破
滅
さ
せ
る
の
に
成
功
じ
た
)
き
ら
に
父
、
同
νH64-5・ζ
2∞'

Z
一
由
民
冊
目
ー
の
交
関
ぞ
安
全
な
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
若
干
は
、
地

方
の
新
聞
と
合
同
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
。
。
ロ
由

2-zv

Avag司
仏
自
由
豆
町
田
叫
回
向
。

2
2
ハ乙
ζ
で
は
出
回
口
『
5
3
0
ば
多
数
株
ぞ
所
有
)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
木
(
一
一
)

の
た
め
で
あ
る
。
出
回
忌

2
5
一
家
は
イ
タ
リ
ー
及
び
ス
ペ
イ
ン
の
種
々

の

三

g
g同
作
己
認
内
お
ロ
国
内
町
民
け
に
雰
戸
加
し
モ
ロ
ッ
コ
に
一
の
子
会
社
を

所
有
し
た
。

出回
n
F
Z
Z
ば
種
々
の
議
室
田
冶
発
行
し
た
。
即
ち
、
亡
の
ゆ
・
山
口
町
会

E
E
-

-c法
巾
F
E
M
N
C
由
回
全
目
立
問
。
同
町
mw-
教
科
書
、
年
鉱
類

ε
切戸
n
F
R
宗
吋

白

H
F
・
-
等
々
。
叉
、
国
営
回
同
町
立
。
は
パ
リ
で
は
小
売
の
た
め
に
大
書
庖
毎

回
軒
所
有
し
、
地
万
並
び
に
北
ア
フ
リ
カ
で
は
五
五
の
支
底
、
ご
一
の
代

理
庖
を
も
っ
て
い
る
。
出
国
内
日
同
町
立
居
は
八

O
、
C
C
C
の
販
売
所
、
代
理

底
、
下
諸
代
珂
庖
ぞ
支
出
し
、
八
、

0
0
0人
の
勤
務
者
そ
雇
傭
し
て
い

る
。
江
お
一
そ
う
大
き
な
集
積
ぞ
達
成
じ
得
る
た
め
に
は
、
出
回

nFOHg

は
そ
の
子
会
社
で
あ
る
た

HWE仏国
-EO汁
β
旨
℃

5
3
の
印
刷
工
場
、
イ

ン
ク
、
謬
、
及
び
万
年
筆
の
工
場
(
め
O
口忌

2
0ぽ
に
あ
る
〉
、
。

ossu・

2
の

斗

S
5ロ
気
製
紙
工
場
、
句
者
。
仲
良
町
田
宏
司

C
E
品
自
己
官
。
ロ

(同

E
仲
間
下
。
片
町
)
ぞ
支
配
し
た
。
そ
の
土
に
、
出
向
島
市
立
。
ば
運
輸
及

び
ガ
レ
ー
ジ
企
業
に
ら
参
加
し
た
。

多
数
の
日
刊
新
聞
は
金
融
寡
頭
制
の
山
接
の
従
属
下
に
あ
る
。
金
融
寡

蹟
支
配
者
は
そ
れ
ら
を
直
接
の
資
金
供
給
叉
は
間
後
の
手
段
ペ
た
と
え
ば
、

震
要
な
広
告
契
約
を
あ
た
え
る
と
い
う
如
、
き
)
に
よ
っ
て
面
倒
石
見
た
。

『
フ
ィ
ガ
ロ
』
(
註
)
の
よ
う
な
新
聞
は
新
聞
紙
に
た
い
す
る
民
大

ト
ラ
ス
ト
の
支
出
に
と
っ
て
は
特
長
的
な
も
の
で
あ
る
。
設
が
元
山
氏
会
に

い
る
だ
ろ
う
か
。
株
式
の
半
分
の
所
有
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ト
『

O
B

HUMiss巳
お
よ
び
そ
の
他
の
北
部
の
大
工
業
の
代
表
者
、
切
内
山
同
月
比
ロ
(
砂

♂
糖
友
び
製
紙
ト
ラ
ヌ
ト
よ
り
U

、
ω巾随
一

mwE(吟
叩
阿
片
品
目
印
巾
ロ
〈
C
口
問
。
ロ
σ包
H
V

一
七
五



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
一
本
(
二
)

ロ
ggBHU回
(
製
鉄
ト
ラ
ス
ト

d
弘同

06w
開
・
。

g
己
(ω
色
ロ
?
の
。
ぴ
白
山
口
〉
"

。
・
周
目
的
旬
開
口
〈
の
円
om叫
口
、
町
民
間
口
ぐ
。
口
内
。
円
V
O
日目)河・

U
H
1
2
H
H
(
初
白
片
山
、
グ
ル

ー
プ
の
有
力
な
指
導
者
の
内
晶
子
叉
は
近
親
者
で
、
同
凶

g
w
冨
包
戸
生
及
び

出向
U
W
豆
町
田
J

自
己

R
r会
社
で
あ
る

ηDEEm吋
門
町
田
芯
仏
メ
E
-
P
5

R
3
2
J
I
2
己
目
。
2
5諮問叫凶
5
出
の
副
支
配
人
〕

週
刊
刻
印
に
お
い
て
は
、
多
数
の
新
闘
(
司

8
2
e
E
g
g
n
z
w
ω
出S

E
E
T∞
cFω
旬
。
吋
什
匂
円
時
前
田
町
等
々
)
に
た
い
す
る
出
血
n
F
2
5
の
支
配
の

外
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
只
ト
の
勢
力
が
支
配
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ

れ
は
ハ

l
ス
ト
(
出
2
2
Cで
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の
機
関

R
C匂
Rhw

窓
口
口
丘
3

は
一
連
一
の
い
わ
ゆ
る
婦
人
雑
誌
(
巴
F
C
Cロ虫色

2
8♂
Z
c
g

r口
同
)
を
支
配
し
た
。
同
様
に
叉
児
童
の
新
聞
(
C
問
、

-F吋N
曲
目
)
を
支

配
し
た
。
映
爾
新
聞
各
支
配
す
る
ハ
リ
ウ
y

ド
の
ト
ラ
九
ト
、
合
衆
国
民

主
党
の
金
融
資
本
家
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
と
は

A
)紅
白
色
3

S
E
E
-
2
m
g
y
出
g
p
o
E円
。
紅
白
色
等
身
)
が
緊
密
に
結
び
つ
い
て

、'
i

-
L
M
W
L
，尻町守ハ
註
〉
約
六

O
O
万
フ
ラ
ン
の
資
本
に
た
い
し
て
一
九
五

O
年
に
は
六

二
百
万
フ
ラ
ン
の
純
利
潤
予
報
告
し
た
Q

ラ
ジ
オ
涼
民
間
放
送
(
周
)
の
国
有
化
以
来
国
家
管
理
心
開
属
吻
と
な

っ
た
。
放
送
局
は
情
報
省
の
宮
庁
で
あ
り
、
国
家
故
橋
の
斗
き
わ
め
て
重
要

hu
機
関
で
あ
る
。
他
万
、
回
白

E
5
E
F民
的
色
仏

gHM山首
E

一
∞
自
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の

M
g
a
gロ
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
そ
れ
の
下
部

の
グ
ル
ー
プ
は
広
告
禁
止
を
さ
け
る
た
め
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
モ
ナ

コ
及
び
タ
ン
ジ

l
ル
に
民
同
放
送
(
局
)
ぞ
設
備
し
た
。
そ
れ
ば
丙
該
に
・

一
七
六

ト
ラ
ス
ト
に
従
属
し
た
。

ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
種
々
の
形
の
国
家
の
利
用
は
勿
論
と
に
や
げ
ら
れ
た

諸
点
に
限
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
の
活
動
は
特
に
物
価
及
、
ひ
俸

給
に
ま
で
拡
が
っ
た
Q
ζ

と
に
臣
家
近
は
、
物
何
と
給
料
の
聞
の
ひ
ら
き

〔
そ
れ
は

I
ラ
ス
ト
の
利
潤
の
源
泉
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
)
ぞ
拡
大
さ

せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
使
用
さ
れ
た
。
賃
銀
ス
ト
シ
プ
に
ま
で

発
展
す
る
給
料
統
制
、
他
方
に
お
け
る
物
価
と
く
に
工
業
製
品
価
格
の
放

任
、
民
よ
げ
の
直
接
的
抑
圧
、
工
業
製
品
価
格
と
の
関
述
に
お
け
る
農
産

物
価
の
相
対
的
釘
づ
け
、
購
買
力
ぞ
た
え
ず
引
下
げ
て
お
く
た
め

ω貨
幣

減
価
(
平
価
切
下
げ
〉
、
坐
産
性
向
上
運
動
の
支
持
。

ζ
う
し
た
方
法
に

よ
り
、
叉
国
家
の
援
助
を
得
て
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
勤
労
者
の
購
買
力
を

戦
前
に
比
較
し
て
半
分
程
度
に
引
下
げ
て
お
く
乙
と
に
成
功
し
た
。
た
だ

賃
銀
引
上
運
動
は
一
そ
う
大
き
な
貧
困
化
ぞ
岨
止
し
，
た
の
み
で
、
同
時

に
、
小
島
民
や
中
産
階
級
の
大
部
の
生
清
水
準
は
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し

た。
そ
乙
で
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
で
、
ト
ラ
ス
ト
及
び
支
配

的
な
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
の
下
へ
の
ま
す
ま
す
強
力
な
国
家
機
構
の
従
属

化
が
生
じ
た
。
国
J

討
中
山
仏
、
か
れ
ら
の
権
力
と
利
潤
ぞ
保
証
し
増
大
さ
せ
る

た
め
の
道
具
L
」
じ
て
か
れ
ら
に
奉
仕
し
た
。
日
出
家
は
、
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
か
れ
ら
の
支
配
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
か
れ
ら
ぞ
助
け
た
。

し
か
じ
フ
ラ
ン
ス
は
資
本
主
義
協
界
で
た
だ
独
り
で
い
る
の
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
金
融
寡
頭
制
は
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
の
位
界
に
い
る
G

そ
れ

は
他
の
資
本
主
義
諸
国
で
ほ
し
ば
し
ば
ず
っ
と
強
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の



金
融
資
4

一
本
グ
ル
ー
プ
ば
出
界
の
利
潤
源
泉
の
分
配
の
た
ゅ
の
・
も
っ
と
も
は

げ
し
い
競
争
こ
邸
内
争
ぞ
引
ち
心
で
あ
る
。
同
様
に
父
、
労
濁
者
階
級
及
び

植
民
地
へ
国
に
た
い
す
る
共
通
の
間
争
と
、
社
会
主
義
制
皮
の
国
々
に
た

い
す
る
共
通
の
攻
撃
政
策
に
お
け
る
共
謀
、
協
力
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ

と
で
わ
れ
わ
れ
は
金
融
寡
販
制
の
『
列
交
政
策
』
を
検
討
す
る
積
り
で
あ

る。

ブ
ラ
シ
ス
帝
国
主
義
と
ア
メ
リ
'
カ
金
融

資
本
と
の
共
同
作
業

付

フ

ラ

ン

ス

帝

国

主

義

勤
労
者
の
貧
困
化
及
び
住
民
大
衆
の
生
活
水
準
の
低
下
は
、
ト
ラ
ス
ト

及
ぴ
金
一
減
資
本
グ
ル
ー
プ
の
利
潤
が
明
大
す
る
の
と
同
じ
悶
何
度
に
激
化
し

た
。
独
占
資
本
主
義
の
こ
う
し
た
法
則
か
ら
、
金
融
寡
一
期
制
は
本
国
に
お

け
る
か
れ
ら
の
企
業
の
生
且
涯
を
利
潤
が
品
川
れ
る
よ
う
な
方
法
で
無
制
限
に

発
展
さ
せ
る
事
は
で
き
な
い
と
い
う
事
が
生
じ
た
。
海
外
に
お
け
る
販
売

市
場
ぞ
求
め
ぎ
る
径
緑
な
く
な
っ
た
。
と
と
に
金
融
寡
頭
制
は
過
剰
資
本

ぞ
苔
積
し
、
そ
れ
に
た
い
し
て
は
、
利
潤
ぞ
も
た
ら
す
投
資
を
た
ど
国
外

で
、
即
ち
、
外
国
叉
は
植
民
地
で
見
出
す
と
と
が
で
き
に
。

こ
う
し
た
資
本
山
三
純
白
す
ろ
ζ

と
の
必
要
、
商
品
販
質
市
場
及
び
原
料

源
泉
を
入
手
す
る
事
の
必
要
は
、
帝
国
主
義
の
出
現
思
議
い
た
。
即
ち
、

資
本
主
山
鋭
的
『
強
国
』
が
相
互
に
世
界

ω
分
割
の
た
め
に
行
っ
た
闘
争
に

み
ち
び
い
た
。

一
九
一
四
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
は
も
っ
と
ち
強
力
な
帝
国
主

-“ ，、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

誌
の
一
つ
で
あ
「
た
。
そ
の
後
、
た
え
ず
資
本
主
義
の
全
般
的
治
機
J
一
巾

円
、
自
己
の
地
位
を
維
持
し
上
う
と
し
で
衰
微
し
た
。
一
九
一
七
年
フ
ラ
ン

ス
帝
国
主
義
は
ツ

7
1
ロ
シ
ア
に
た
い
し
て
じ
め
て
い
た
‘
き
わ
め
て
強
固

な
地
位
(
国
鎖
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ

l
ド
の
プ
チ
ロ
フ
工
場
に
た
い
す
る
シ
ュ

ナ
イ
タ
ー
に
よ
る
投
資
)
を
失
っ
た
。
二
つ
の
世
界
大
戦
の
間
に
、
フ
ラ

ン
ス
帝
国
主
義
は
そ
の
主
要
な
努
力
ぞ
.
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
の
よ
う
な

植
民
地
拍
域
以
外
で
は
中
欧
及
び
、
東
欧
に
む
け
た
。
即
ち
、
チ
ユ
ッ
コ

(
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
る
ス
コ
グ
工
場
へ
の
投
資
)
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
フ

ラ
ン
ス
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
鉄
道
、
出
口
仲
間
目
回
目
白
rcd匂
即
製
鋼
工
場
等
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
信
用
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
〉
、
ル
ー
マ
ニ
ア
石
油
可

ユ
l
ゴ
l

(
ミ
ラ
、
ホ
l
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
切
白
将
司

R宵
由

4
0
ロ
切
。
吋
)

等
が
夫
れ
で
あ
る
Q

フ
ラ
ン
ス
の
金
融
寡
頭
制
が
一
九
三
八
年
及
び
大
戦
中
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

派
金
融
資
本
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
た
東
欧
に
お
け
る
こ
う
し
た
地
位
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
に
人
民
民
主
主
者
が
出
現
し
、
ぞ
れ
が
安
定
す
る
と
共
に
、

遂
に
失
わ
れ
た
。
(
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
長
頭
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
以
前
の
支

間
的
地
域
を
奪
回
す
る
こ
と
が
出
来
た
ユ

l
ゴ
i
は
除
く
)

第
一
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
安
頭
制
は
全
く
新
し

い
立
場
に
い
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

都
合
の
好
い
見
透
じ
ぞ
関
ぐ
事
が
で
忌
た
。
中
、
東
欧
で
獲
得
し
た
地
位

ば
失
わ
れ
た
。
シ
リ
ア
及
び
レ
バ
ノ
ン
は
撤
退
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
た
い
す
る
文
、
配
は
非
常
に
脅
威
伝
う
け
た
。
し
か
し

ド
イ
ツ
及
び
日
本
に
よ
る
強
力
な
競
争
は
少
く
と
も
一
時
は
遮
断
さ
れ
た
。

一
七
七



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
会
一
)

多
く
の
地
方
で
は
、
市
場
を
獲
得
じ
、
投
資
ぞ
遂
行
す
る
一
与
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
一
九
四
七
年
ま
で
は
、
金
融
資
本
の
主
人
公
達
は
そ
の
内

部
的
な
政
治
情
勢
と
、
内
閣
へ
の
共
産
党
の
閣
僚
の
参
加
と
に
よ
っ
て
か

れ
ら
の
計
画
を
実
行
す
る
一
一
手
は
阻
止
さ
れ
た
。
し
か
し
か
れ
ら
ハ
主
人
公
達
)

ぽ
熱
望
す
る
『
再
建
』
に
従
事
し
て
い
た
。
同
時
に
、
か
れ
ら
は
、
「
可
円
a

h
H
M
N宮
山
田
口

F

g

d
回
目
。
ロ
』
に
か
と
つ
け
て
、
か
れ
ら
の
植
民
地
地
域
を
再

び
完
全
に
か
れ
ら
の
手
中
氏
漫
ろ
う
と
努
力
し
た
。
(
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に

お
け
る
圧
制
は
一
九
四
五
年
以
来
つ
づ
き
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
に
た
い

す
る
侵
略
は
一
九
四
六
年
末
か
ら
で
あ
る
。
)
国
民
的
『
復
興
』
と
い
う

口
実
の
下
に
か
れ
ら
は
同
時
に
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
競
争
と
戦
争

の
た
め
に
産
業
機
構
の
拡
張
を
始
め
た
Q

モ
ネ
・
プ
ラ
ン
の
〕
一
つ
の
重
点

は
製
鋼
業
の
再
建
と
石
油
精
製
の
発
展
で
あ
り
、
双
方
は
戦
略
的
目
標
を

も
つ
も
の
と
言
明
し
て
い
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。

一
九
四
七
年
に
大
き
な
転
換
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
と
く
に
、
ブ
ル
ム
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行
に
よ
っ
て
(
一
九
四
六
年
)
前
以
て
準
備
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
以
来
、
金
融
寡
顕
制
の
政
策
ば
ア
メ
リ
カ
の
刻
印
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
ト
ラ
ス
ト
の
腹
昆
の
ん
々
は
ア
メ
リ
カ
の
侵
川
町
政
策
に
賛
成

じ
、
↓
父
か
れ
ら
の
権
力
お
よ
び
か
れ
ら
の
利
潤
を
保
証
し
て
い
る
援
助
に

た
い
す
る
反
対
給
付
と
し
て
土
述
の
金
融
罫
頭
制
は
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
に
忠
順
で
あ
る
事
に
同
怠
し
た
。
新
じ
い
「
協
力
』
が
姶
っ
た
。

こ
う
い
う
風
に
し
て
、
寡
一
政
制
は
労
働
者
附
級
の
新
じ
い
攻
勢
に
た
い

し
、
叉
植
民
地
人
民
の
蜂
起
に
た
い
レ
て
用
心
し
て
い
る
と
信
り
、
叉
、

生
か
れ
ら
の
市
悶
主
義
的
権
力
の
丙
廷
の
た
め
の
諸
一
計
爾
を
遂
行
す
る
こ
と

一
普
及

比
一
切
を
賭
け
て
い
る
と
考
え
た
@
か
れ
ら
は
巨
額
の
資
本
輸
出
を
引
う

け
、
販
売
市
場
を
略
取
じ
よ
う
一
と
試
み
た
。
寡
頭
制
は
と
〈
に
そ
の
活
動

の
重
要
な
部
分
を
と
っ
て
お
き
の
地
域
、
到
ち
、
植
民
地
に
移
し
た
。
界

一
顕
制
は
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
に
お
け
る
そ
の
努
力
を
強
化
じ
、
あ
ら
ゆ
る
地

域
に
お
け
る
抑
圧
の
規
模
を
強
化
じ
た
。
(
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
仏
領
酉
ア

フ
リ
カ
、
モ
ロ
ジ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
(
謀
説
制
は
園
家
の
援
助
を
か
り
で
、

と
〈
に
軍
事
的
目
的
の
た
め
の
「
基
礎
工
事
』
を
再
組
織
じ
、
以
前
よ
り

も
よ
り
多
く
の
資
木
を
投
資
し
、
植
民
地
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
搾
取

を
増
大
じ
、
農
民
層
K
七
一
い
す
る
掠
奪
を
犬
き
く
じ
た
。
寡
頭
制
は
そ
の

努
力
に
よ
っ
で
、
熱
病
的
な
性
急
さ
で
莫
大
な
利
潤
巻
蓄
積
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
じ
か
し
、

λ
民
げ
い
た
い
す
る
そ
の
支
配
を
固
定
さ
せ
る
こ
と

は
山
山
来
ず
、
独
立
へ
の
人
民
の
意
志
は
一
日
一
日
と
強
め
ら
れ
て
い
る
。

開
海
外
へ
の
資
本
輸
出
、

フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
は
長
い
問
、
と
く
に
一
九
一
四
年
以
前
は
そ
の
資

本
を
最
少
の
危
険
を
以
て
輸
出
す
る
ζ
と
に
満
足
し
、
そ
の
さ
い
資
本
を

主
と
し
て
外
国
の
国
債
に
投
資
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
当
時
世
界
の
最
穴
の

『
寓
利
貸
』
と
レ
て
み
ら
れ
た
。

今
日
で
は
、

ζ
う
し
た
軽
替
な
万
法
は
弱
体
化
じ
た
フ
ラ
ン
ス
金
一
蹴
資

本
家
に
と
っ
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
そ
の
競
争
訴
の
や
め
方
に

し
た
が
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
資
本
を
工
業
に
対
じ
て
も
、
運
輸
及
び
鉱

山
企
業
に
た
い
し
て
も
投
資
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
う
し
た
投
資
ば
軍
需

品
の
輸
出
に
先
行
し
、
4

技
術
者
が
問
謹
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

数
年
来
、
外
国
出
へ
の
資
本
輸
出
が
増
大
を
見
せ
た
。

ζ

う
じ
た
輸
出
は
、



金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
資
本
の
た
め
に
避
難
場
所
を
見
出
し
、
同
時

・
に
、
利
潤
を
も
た
ら
す
よ
う
に
投
資
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
と
い
う

ζ
と
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。
そ
の
資
本
を
外
国
に
投
資
す
る
た
め
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
は
以
下
の
方
法
を
使
用
す
る
。
却
ち
子
会
社
の
設

立
、
新
投
資
、
外
国
の
会
社
の
責
任
で
工
場
を
計
画
す
る
こ
と
、
軍
需
品

の
輸
出
、
外
国
の
銀
行
に
た
い
す
る
資
本
出
資
、
株
式
の
買
占
め
。

ご
戸
町

F
Z
C丘四
E

会
社
は
全
世
界
に
対
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
活
動
の

拡
大
に
つ
い
て
の
一
の
典
型
的
な
例
を
示
し
て
い
る
。

在
吋

F
Z
E皆
は
実
さ
い
に
外
国
で
き
わ
め
て
広
大
な
工
場
網
を
所
有

し
て
い
る
。
即
ち
ベ
ル
ギ
ー
で
四
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
ェ

l
デ
ン
で

夫
均
一
、
ス
ペ
イ
ン
で
七
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
ご
、
エ
ジ
プ
ト
で
一
二
、
レ
バ

ノ
ン
で
一
、
カ
ナ
ダ
で
一
五
で
あ
る
。
同
社
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ

ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、
南
阿
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
バ
ラ
グ
ァ
イ
、

日
本
の
そ
の
他
の
子
会
社
に
お
い
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
は
叉

ωon日FHhv
ぴ
叩
紅
白
色

A
u
-
-
-
b
N
o
g
o
H
a
g
-
v
g仏
ロ
常
的
円
注
目
印

A
E
g
E

Z
自・
MM二
の
回
目
白
色
町
ロ

E
A口
広
〉
可
。

06ω
。
口
町
四
色
白
仏
国
曲
目
】
担
問
。
目
白
。
岡
山
-

M円2
5
ハ
ω匂回同岡山田口
Vω
田口問吋回件。片岡何回目四国曲
nHMmw]

向。uω。
口
町
内
凶
白
内
凶
の
胆
mHa-

-
自
国
色
。
。
何
日
ぬ
g
。
〈
関
同
mH告白回目白
n
E
ω
目
g
g
g
R
m
E
m
-
-白
nF阻
止
〉

U

P
E
E
n
E
P
ω
吉
川
勺
岡
田
町
・
(
ロ
・

ω
-
p
u
u
p富
山
口
白
色
色
玄
富
山
口
。

ハ
ロ
丘
町

g
v
。同司
ESロ
ピ
門
同
九
イ
ギ
リ
ス
)
に
資
本
参
加
を
し
て
い
た
。

他
の
一
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
最
近
に
切
自
白
口
問
宏
司
釦
江
田
色

色町田

p
q凹
E
H

凶
器
は
外
国
に
お
け
る
同
社
の
資
本
参
加
吾
、
き
わ
め
て
強
力

に
拡
大
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
同
銀
行
は
一
九
五

O
年
に
の
O
民
包

m
g氏。ロ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本

2
{
)

U
2冊目
OH】
同
国
語
件
。
。
円
一
切

O
B江
S
E
a
-
(株
式
資
本
二
五

O
万
ド
ル
)
の

設
立
に
関
係
し
た
。

(
Q注目付

F吉
田
口
即
日
曲

U
C
E
S
F
g
u宮
田
口
叩

U

ω
g
N
W
S即日・の
g
o
-
-
R
E号
ukp町
F
Z
E含
の
全
部
と
と
も
に
)
同
銀

行
は
単
独
で
、
あ
る
い
は
叉
、
明

E
5
9
2
n
F
8
5色
白
即
日
山
富
山
田
口
目
指
ロ

切
g
w
B吋
ω白
血
曲
目
由
民

E
の
仲
介
を
通
じ
て
叉
メ
キ
シ
コ
に
も
入
っ

た
。
(
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
関
係
会
社
は
岩
呉
宮
口
白
Z
W
B一w
gロ
冨
守

岡町

nou
の円
-maRO
切ロ吋印刷広口

U出
SHV一『目的何
H
a
o
め
φ
ロ日刊円

Enn目。口町田の
mロ
0・

5-m曲目

ω。
口
問
。
音
色
同
E

E丘
町
弘
司
富
市
民
自
誌
で
あ
る
。
叉
、
チ
り

で
は
、

ω。
口
町
内
同
国
内
回
〉
肉
AWHHn古
田
口
回
目
前
同
恒
国

FHa一w一
コ
円
相
ン
ピ
ア
と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
で
は
鉱
山
業
、
治
金
及
び
窯
業
関
係
の
企
業
に
一

0
0
0百
万

ぺ
ソ
の
投
資
を
行
い
、
そ
の
子
会
社
で
あ
る
の
。
昌
司
回
一
閃
昆
巾
吟
釦
ロ
宮
町

8

m
E回口町
p
g
a由
ω間
見
守
司
骨
を
仲
介
と
し
て
い
た
。
ペ
ル
ー
に
も
進
出

し
た
。
そ
の
外
に
、
同
銀
行
は
南
ア
フ
リ
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
及
び
ベ
イ
ル

ー
ト
に
も
進
出
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
回
目
一

QZO
品目

--zaonv目
白
血
に
よ
っ
て
別
の
商
業
銀
行

で
あ
る
同
丘
町
民
自
由
・

2
8
u
z
a
o司
自
白
仲

η

。80円
注
目
。
ロ
が
設
立
さ

れ
た
。
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
は
邑

Z
3白
州
に
お
い
て

e
H
B
S。
在
日
目
。
守
口
白
色
一

切
昆
字
国
。
芯
ぽ
ぬ

mm田町出回
n
E片
付
を
生
み
出
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ク
ー
ル
マ
ン
は
の
叩
曲
叩
出
国
口
伊
良
け

ωZHMRH】}MO回同協同己申田

叩

1
0
E
n
H
B
G
E
B
W
B
を
支
配
し
、
自
ら
ロ
冊
目
HME-mR
は
同
様
に

切
g
曲
目
ロ
戸
田
町
田
口
宮
の
町
田
町
出
血

nHH回忌
R

河内凶
O内同日開
3

を
設
立
し
、
ジ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
は
自
動
車
及
び
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ご
会
社
を
組
織
ん
た
。
そ
の
外
に
、

VM『C
ロ
ロ
包

8
宕
師
岡
田
口
同
H
O
E
-中
富
。
ロ
曲
師

o
p
明日
4
8・
E
ロ
ヂ

G
H
E
E
-

'七
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

H
V
P
円
}
岡
山
口
唱
が
代
表
的
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
で
は
、

HNEE-H
及
び

H
M
m
s
z
a
は
今
日
で
は
工
場
を
組

織
し
た
。
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
回
出
HHAロ
叩
仏
muHWHロ門
HOnF50
は
切
出
口
円
。

云
R
S
E
-
-
K資
本
参
加
し
た
。
一
方
、
司
E
E
r
u
n
E
E仏
ロ

平

日2
2
n
v日
切
山
口
宵
片
山
門

ω
2
E一
宮
内
活
保
田
は
か
れ
ら
の
側
で
フ
ラ
ン
ス
重

工
業
の
責
任
に
お
い
て
出

2
2
g出
国
円
台
芯
守
口
口
弘

ω
g
v
Z
R
Eロ
の

金
融
を
支
配
し
た
。
最
初
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
ご
、
五

O
O万
ド
ル

は
回
日
ロ
ρ
口
町
己
四
町
民

Z
2
宏
一
回
可
白

Zawg
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
。

南
ア
フ
リ
カ
で
は

ωcnHb芯
門

r
h
c国
民
自
己
目
D
国
ω
含
的
出
向
叶
』
阿
国
C
ロ
2

は
一
子
会
社
〉
片
付

B'W丘町ぬ
g-Hg
を
設
立
し
た
。
そ
れ
は
産
業
建
設

と
公
共
事
業
に
た
づ
き
わ
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
で
は
ス
タ
ン
ダ

i
ト
ン
に

フ
ラ
ン
ユ
の
三
繊
維
工
業
会
社
の
責
任
に
お
い
て
大
綿
業
工
場
を
持
っ
て

い
る
。
乙
の
三
つ
の
会
社
と
は
り
え
。
E
3
の
C
町田ロ
9

F胆
B-u巾
吋
け
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
羊
毛
工
業
会
社
で
あ
る

MMgロ
40印
F
J
N
S
U町
宮
丘
四
及
び

日σ
角
的
VZHM
は
工
場
を
設
立
し
た
。
d
出
向
。
ロ

a
g
Hロ
【
佐
伯
仲
円
目
。
由
同
司
自
明
・

即
日
曲
目
的
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
動
機
を
装
備
じ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
生
産
し
た
。
ル

ノ

l
四
馬
力
車
は
ア
メ
リ
カ
の
会
社
で
あ
る
問
。
円
三
口
三
ミ
B
Z戸田
V

の
工

場
で
組
立
て
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
は
少
し
以
前
に
子
会
社
を
開
い

た
∞
白
山
口
マ
の
島
知
山
口
一

ω巳
門
医
5
0
u
k
r
-
a
g
g
山
戸
町
豆
町
H
A
W
E
企
白
口
寸

広
告
白

ω
宅
一

3
0
5
8ロ
・
因
。
口
出
件
。
口
二
M
E
D
R
g
E
の
様
な
き
わ
め

て
多
数
の
諸
会
社
は
ピ
レ
ネ
ー
を
ζ
え
て
ス
ペ
イ
ン
ま
で
そ
の
努
力
を
拡

大
し
た
。
中
東
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
資
本
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
ス
エ
ズ

一
八

O

運
河
お
よ
び
イ
ラ
ク
石
油
に
資
本
参
加
を
行
い
、
叉
、
図
面
HHnH5
島
市
∞
M7

1
⑦

Z
E
H
L
E口
二
日
広
色
町
内
C
D
R
R
ι
・9
・
広
三
、
べ
J
T

ル
!
ト
電
力
会

社
、
円
円

E
P
守
口
三
句
作
ぬ
可
也
氏
自
を
支
配
し
た
。
最
近
に
お
い
て
、

B
-

N
・
C
・
-
(
Z注
目
。
口
出
ぽ
関
同
国
門
目
立
E
E
ロ
己
同
口
弘
口
由
同
巳
。
σ白
ロ
宵
)
は
エ
ジ
プ

ト
の
一
一
銀
行
の
管
理
を
引
受
け
た
。

H
W
S
Z
2
8
5白
口
付
田
〉
mMHnF巾
は
東

洋
亜
麻
工
業
に
参
加
し
た
。

ωon山静芯向日
d
R
E℃
江
田
巾
田
島
町
ぬ
門
担
口
弘
田
斗
円
・

同
一
〈
白
口
同
会
話
回

-o
冨
O可
。
口
。
三
巾
HH同
(ω
切
り
の
冨
C)
は
HMC口
付
ふ
・
室
。
5
8
E

の
資
本
参
加
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

制
植
民
地
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト

金
融
資
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
の
発
展
の
原
動
力
で
あ
砂
、
そ
れ
の

大
用
益
者
で
あ
っ
た
。
海
外
諸
地
域
の
富
に
た
い
す
る
金
融
資
本
の
支
配
、

そ
の
政
治
上
経
済
上
の
活
動
K
た
い
す
る
支
配
、
植
民
地
住
民
の
無
制
限

の
搾
取
l
こ
う
し
た
こ
と
が
植
民
地
化
の
も
っ
と
も
重
要
な
指
様
で
あ
る
。

『
植
民
地
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
』
。
極
東
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
の
指
導
者
の
一
人

で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ

l
ル
(
註
一
)
は
、
両
大
戦
の
閲
に
出
版
さ
れ

た
著
書
の
中
で
こ
の
問
題
に
答
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
植
民
地
化
の
主
要
な
目
標
は
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
白
で

あ
る
。
母
国
は
そ
の
植
民
地
か
ら
以
下
の
乙
と
を
期
待
し
て
い
る
。

(
即
ち
)

例
そ
の
過
剰
人
口
に
た
い
す
る
調
節
弁
で
あ
り
完
制
裁
去
産
物
に
と
っ

て
の
販
売
地
域
。

制
投
資
先
を
求
め
て
い
る
資
本
に
と
っ
て
の
投
下
市
場
Q



制
母
国
の
産
業
に
よ
っ
て
必
要
ル
さ
れ
て
い
る
原
料
の
供
給
地
』

ハ
註
一
一
)
ポ
ー
ル
・
ベ
山
ナ
1
h
M
は

ωCEAXAvms印
刷

Hnzg
℃

C
R
U

同

4
5ロ
円
由
。
仲
日
目
田
町
内
W
M
E
q
・0
5
5
B
2
の
重
役
で
あ
る
が
、
と
の

会
社
は
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
/
刊
の
も
っ
と
も
章
一
要
な
子
会
社
の
一
で
め
る
。

(
註
二

u
h
h
H
)
E
E合
n
F山
口
巾
曲
目

R
Z
巧
宮
出
口
町
民
広
司
与
Z
S
3
ω
・

同∞
U

ロ・
H

∞0
.

今
日
の
情
勢
で
は
、
戦
争
地
中
照

i
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
帝
問
主
義
の
一
切

の
こ
と
守
規
定
し
て
い
る
が
ー
に
よ
っ
て
、
第
一
級
の
戦
略
的
-
一
品
川
識
を
母

国
帝
国
主
義
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
海
外
諸
地
域
の
も
つ
役
割
は
い
ち
じ

る
し
く
強
ま
っ
た
Q

フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
、
識
は
お
一
一
次
世
界
大
戦
さ
で
は
そ
の
植
民
地
に
た
い

し
て
は
割
合
に
、
川
っ
か
し
か
投
資
し
て
い
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
は
、
フ
ラ
ン

ス
吋
国
主
義
じ
危
険
を
当
っ
と
も
少
く
し
て
そ
の
資
本
を
輸
出
し
よ
う
と

配
慮
し
て
い
た
か
ら
で
ゐ
つ
仁
Q

そ
の
支
配
は
全
く
一
閃
業
上
に
つ
い
て
で

あ
っ
て
、
長
期
投
資
の
た
め
に
は
ほ
ん
の
わ
づ
か
な
幻
地
が
許
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
Q

フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
ぽ
主
と
し
て
尚
業
に
専
念
し

た
。
そ
れ
は
巨
領
の
資
本
の
篠
山
夫
h
U
3

投
資
を
必
嬰
と
し
な
か
っ
た
の
で
ゐ

る
J

非
工
業
化
l
こ
れ
は
ど
の
植
民
地
経
済
に
つ
い
て
ち
侍
徴
T
あ
る
が

ー
は
、
と
く
に
フ
ラ
ン
九
の
植
民
地
に
お
い
て
は
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ

て
い
た
Q

だ
と
え
ば
、
中
央
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
九
心
。
佳
か
ら
一
九
四

O
位
三
で
の
間
に
誇
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
だ
投
資
は
わ
ず
か
に
一
一
一

C

億
フ
ラ
ン
巴
淫
し
た
に
す
玄
ず
、
そ
の
中
で
九
十
位
フ
ラ
ン
は
商
業
に
固

定
し
て
い
た
。
同
H
U
頃
に
イ
ギ
リ
ス
の
一
経
済
学
、
有
は
フ
ラ
ン
ス
の
投
資

フ
ラ
ン
ス
代
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

は
ア
フ
リ
カ

K
投
資
さ
れ
て
い
る
資
本
総
額
の
わ
ず
か
に
図
%
に
す
芝
す
、

そ
れ
に
た
い
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
投
資
は
七
一
信
に
達
す
る
と
計
算
レ
た
Q

一
九
四
五
年
以
後
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
新
し
い
有
利
な
投
資
を
求
め

て
い
る
。
コ
ン
ツ
斗
ル
ン
ば
植
民
地
に
お
い
て
経
「
済
ょ
、
戦
略
と
の
退
却

の
基
健
在
準
備
す
る
と
と
広
志
を
府
い
て
い
る
。
(
と
く
に
北
ア
フ
り
刃

に
お
い
て
子
会
社
を
併
設
す
る
た
め
の
巨
額

ω百
本
輸
出
は
こ
の
点
を
物

語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
)
仏
領
ア
フ
リ
カ
の
全
地
践
に
投
下
さ
れ
て

い
お
氏
本
額
は
、
一
九
四
九
住
だ
け
で
四
四
O
億
フ
ラ
ン
と
計
算
し
て
い

る
。
(
こ
の
中
で
北
ア
フ
リ
カ
に
三

E
C
億
フ
ラ
ン
。
)
大
蔵
省
の
計
算

で
は
、
一
九
五
一
年
た
け
で
北
ア
フ
リ
カ
を
除
く
地
域
マ
は
六
七
百
億

フ
ラ
ン
に
達
し
て
い
る
。
資
本
輸
出
の
増
加
は
き
わ
め
一
て
急
速
に
す
す
み
、

一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
勺
庁
間
に
輸
出
さ
れ
た
資
ホ
額
は
二
倍

に
た
っ
た
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
忙
よ
っ
て

は
一
二
倍
に
も
な
「
↑
た
と
み
ら
れ
て
い
る
υ

最
涯
に
な
っ
て
や
っ
と
、
フ
ラ

ン
ス
の
ト
ラ
只
ト
は
因
襲
的
な
商
人
根
性
と
違
っ
て
、
加
工
工
業
に
資
本

ル
一
投
資
す
る
方
に
変
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
四

O
年
か
ら
一

九
四
二
任
の
間
に
わ
引
け
る
母
国
土
植
民
地
の
分
断
と
い
う
よ
う
な
理
由
、
が

決
定
的
で
あ
る
。
と
の
こ
と
が
、
た
と
え
ば
、
セ
ネ
ガ
ル
及
び
北
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
石
泊
業
の
住
成
と
発
援
を
助
け
た
。
じ
か
し
、
と
く
に
、
そ

の
こ
と
は
、
全
般
的
な
戦
争
準
備
の
領
域
に
お
い
て
、
き
ら
に
叉
、
戦
略

的
な
士
業
化
を
顧
慮
じ
て
、
去
じ
た
。
(
こ
と
に
北
ア
フ
リ
カ
と
そ
コ
フ

コ
に
お
い
て
そ
う
で
ゐ
っ
た
。
)
モ
ロ
シ
コ
に
お
け
る
産
業
集
団
ぞ
つ
く

り
出
す
た
め
の
ラ
ボ
ン
ヌ
・
プ
ラ
ン
の
よ
う
右
諸
計
図
は
こ
う
し
た
ほ
的

八



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
賃
本
(
一
一
)

を
実
行
す
る
こ
と
を
助
け
る
に
ち
が
い
な
い
。

梢
民
地
に
た
い
す
る
資
本
投
資
は
資
木
家
に
引
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
と

と
は
、
上
場
有
価
証
券
の
取
引
所
相
場
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一

年
十
月
末
に
、
た
と
え
ば
、
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
会
社
心
株
価
指
数
ば
一
、

七
八
一
一
、
モ
ロ
ッ
コ
だ
げ
の
諮
会
社
の
そ
れ
は
一
二
、
四
O
一
、
そ
し
て
中

央
ア
フ
リ
カ
の
諸
会
社
の
そ
れ
は
二
、
四
六
一
で
あ
っ
た
が
、

ζ

の
閲
に

母
国
の
有
価
証
券
価
格
指
数
は
僅
か
に
一
、
回
二
七
に
す
き
な
か
っ
た
。

〈
一
九
三
八
年
日
一
O
O
を
基
礎
と
す
る
J

同
植
民
地
の
搾
取

ト
ラ
ス
ト
に
た
い
し
て
植
民
地
が
も
っ
意
義
は
外
国
貿
易
の
数
字
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
工
治
体
{
産
物
に
と
っ
て
の
有
利
な
市
場
(
高

い
価
絡
で
販
売
さ
れ
る
)
な
ら
び
に
安
い
原
料
源
泉
地
と
し
て
の
そ
れ
の

目
的
を
証
明
じ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
に
、
植
民
地
か
ら
輸
入
さ
れ
る
商

品
の
ト
ン
当
り
氾
均
価
格
ぱ
五
六
、
五

0
0
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

時
、
植
民
地
に
輸
出
さ
れ
る
商
品
の
ト
ン
当
り
平
均
価
格
は
八
四
、
一

0

0
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
Q

戦
争
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
は
以
前
よ
り
も
も
っ
と
ず
っ
と
植

民
地
に
(
注
意
ぞ
)
向
け
て
い
た
。
ト
ラ
ス
ト
は
和
民
地
の
販
古
田
市
町
切
に

よ
っ
て
失
っ
た
外
国
市
場
を
補
充
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
三
八
年
か
ら
一

九
五
一
年
ま
で
の
問
に
、
植
民
地
に
輸
出
さ
れ
る
商
品
の
し
め
る
分
け
誌

は
全
輸
出
合
計
の
ニ
七

μ
か
ら
三
七
%
に
上
昇
し
た
。
今
日
で
は
、
植
民
地

向
け
の
輸
出
は
椋
氏
地
の
生
障
物
の
輸
入
を
設
駕
し
に
。
植
民
地
向
け
の

フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
ば
一
九
三
八
年
に
は
植
民
地
か
ら
の
輸
入
の
六
六
%
で

八

あ
っ
た
が
、

ζ

の
比
率
は
一
九
五
一
年
に
は
一
六
二
戸
、
一
九
五
二
年
第

一
四
半
期
に
は
一
七
八
%
に
達
し
て
い
た
。
植
民
地
向
け
の
フ
ラ
ン
ス
の

食
料
品
工
業
、
織
維
工
業
お
よ
び
冶
金
関
係
の
生
産
物
心
檎
出
は
ζ

の一一

年
来
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
し
た
。
(
一
九
五
O
年
第
一
凶
半
期
か
ら
一
九

五
二
年
第
一
四
半
期
ま
だ
の
問
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
昇
比
率
ば
七
五

μ
、

ご
三
%
及
び
三
二
%
・
で
あ
っ
た
。
〉
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
発
展
と
、
外
国

向
け
の
フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
の
衰
微
と
ぞ
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

と
え
ば
、
繊
維
関
係
の
輸
出
は
同
じ
期
間
に
、
生
産
物
に
よ
っ
て
五
O
%

か
ら
七
五
%
低
下
し
た
。

消
費
財
お
よ
び
設
備
財
に
か
ん
し
て
は
完
全
に
外
国
に
依
存
し
て
い
る

柿
民
地
は
、
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
計
雨
的
に
農
業
生
産
物
お
よ
び
工
業
用

原
料
の
生
産
と
輸
出
に
限
ら
れ
た
0.
そ
と
勺
、
一
九
五
O
年
に
チ
ュ
ニ
ジ

ア
か
ら
の
輸
出
一
二
百
億
フ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
物
及
び
原
料
の

し
め
る
分
け
前
ぼ
二
九
九
億
フ
ラ
ン
で
、
と
の
中
で
八
七
億
フ
ラ
ン
は
鉱

物
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
植
民
地
に
お
け
る
現
実
の
工
業
化
の
抑
圧
が
生

じ
た
Q

最
近
に
生
じ
た
変
化
は
、
と
う
し
た
搾
取
の
方
法
を
強
化
す
る
こ

と
を
日
的
に
し
て
い
た
。

ζ

の
方
法
は
近
代
化
さ
れ
、
戦
争
準
備
が
必
要

と
す
る
点
に
適
応
し
た
。
:
:
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ト
ラ
ス
ト
は
若
干
の

加
工
々
業
ぞ
発
展
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
戦
争
準
備
に
役
立
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
(
即
ち
、
鋳
造
、
化
学
工
業
製
町
、
セ
メ
ン
ト
工
場
、

自
動
車
工
場
等
々
U
Q

ト
ラ
ス
ト
は
植
民
地
に
お
け
る
天
然
の
富
を
と
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。



か
れ
ら
(
ト
ラ
ス
ト
)
ば
住
民
を
掠
奪
し
、
同
時
に
、
高
く
販
売
し
て
、

全
く
安
す
一
色
る
程
の
価
格
で
買
入
れ
た
。
ト
ラ
ス
ト
は
賃
金
労
働
者
た

ち
を
欺
い
た
。
し
た
が
っ
て
限
り
な
く
抑
圧
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
植
民

地
の
住
民
の
生
活
条
件
は
不
安
定
な
色
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
に
は
セ
ネ
ガ
ル
で
一
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
の
落
花
生
は
六

0
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
米
あ
る
い
は
ニ

0
メ
ー
ト
ル
の
織
物
と
等
仰
で
あ
っ
た
が
、

一
九
四
九
年
に
は
そ
れ
は
わ
づ
か
に
目

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
米
、
あ
る
い
は

一
四
メ
ー
ト
ル
の
織
物
と
等
価
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
八

0
0
l
一、

0
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
落
花
生
を
収
終
す
る
洛
花
住
耕
作
者
は
、
一
年

間
全
体
に
つ
い
て
は
二
ハ
l
コ
0
、
0
0
0
フ
ラ
ン
そ
得
た
が
、
落
什
砧
生

栽
培
は
こ
の
地
方
の
唯
一
の
耕
作
で
あ
る
。
チ
ャ
ジ
エ
地
万
で
は
、
綿
花

栽
培
済
は
同
じ
時
期
に
一
ヶ
年
に
つ
い
て
わ
ず
か
に
三
千
フ
ラ
ン
の
総
収

入
を
得
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
派

遣
軍
の
占
領
地
常
に
お
い
て
は
、
一
九
五

o
m八
月
に
は
農
業
労
働
者
は

一
自
民
四
・
ニ
ピ
ア
久
テ
ル
を
、
ま
た
、
港
湾
労
働
者
(
波
止
場
人
足
)

は
七
|
八
ピ
ア
ス
テ
ル
を
得
た
が
、
こ
れ
に
た
い
じ
て
二
食
ハ
ス
!
プ
一

杯
と
米
飯
一
杯
)
の
費
用
は
一

O
J
一
一
一
ピ
ア
ス
テ
ル
か
か
っ
た
。
モ
ロ

ッ
コ
で
は
、
勤
労
者
ば
都
市
で
は
一
日
二
口
フ
ラ
ン
、
農
村
で
は
一
五
0

フ
ラ
ン
得
て
い
た
。
一
九
沢
一
年
」
九
月
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
一
国
会
議
員

の
説
明
に
よ
る
と
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
か
手

に
負
担
え
な
い
状
誌
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
と
で
は
叉
結

核
患
者
が
閉
五
万
人
、
痛
忠
一
両
が
十
万
人
、
宵
人
二
万
人
、
放
任
さ
れ
た

ま
ま
の
精
神
病
患
者
二
万
人
と
引
算
さ
れ
た
。
(
住
民
総
数
は
七
百
万
人
)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
賃
本
(
一
一
)

こ
う
し
た
お
そ
る
べ
き
生
活
条
件
か
ら
実
大
は
超
過
利
潤
が
坐
~
れ
て
い

る
。
(
そ
れ
は
母
国
の
大
金
融
資
本
が
楠
民
地
か
ら
利
引
き
出
す
き
の
で
あ

っ
た
。
)

ト
ラ
ス
ト
の
一
道
具
と
し
て
の
壇
家
は
、
植
民
地
の
搾
取
の
場
合
に
は

全
力
会
あ
げ
て
ト
ラ
ス
ト
を
援
助
し
た
。
国
家
は
商
業
、
低
格
、
賃
銀
、
労

倒
条
件
、
土
地
所
有
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
ト
ラ
ス
ト
の
利
益
を
規
定
し

た
。
国
家
は
そ
の
抑
圧
級
構
を
ト
ラ
ス
ト
の
窓
の
ま
ま
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

ζ

れ
に
つ
い
て
の
実
例
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
戦
争
、
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
モ
ロ

y

コ
、
お
よ
び
チ
A

ニ
ジ
ア
に
お
け

る
流
血
の
抑
圧
が
そ
れ
で
あ
る
。

最
近
に
お
い
て
、
国
家
は
公
共
事
業
(
と
く
に
戦
略
的
に
意
義
の
あ
る

も
の
)
へ
の
資
金
供
姶
に
つ
い
て
、
莫
大
な
金
額
を
自
由
に
用
い
た
。
こ
れ

ら
の
公
共
有
u

業
と
は
、
港
湾
、
飛
行
場
、
道
路
お
よ
び
電
信
、
電
話
で
ゐ

る
Q

乙
う
じ
た
事
業
は
建
築
業
者
に
巨
大
な
利
泌
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し

て
、
上
述
の
と
れ
ら
の
仕
事
を
委
任
さ
れ
た
諮
会
社
は
母
国
の
ト
ラ
ス
ト

3
2
5
b
含
の

saHda向
。
口
己
目
的
切
色
町
向

5
日
目
。
伊
国

2
8ロ
ゲ

ω円ザ

口
町
三
O
円
、
の
日
ロ
仏
国
↓

E
S
Z
M
号
迄
R
Sロ
宮
田
)
の
子
会
社
で
あ
る
。

こ
う
し
た
『
基
礎
工
事
』
と
な
ら
ん
で
、
戦
略
的
原
料
に
つ
い
て
の

研
究
活
動
ゃ
、
そ
れ
の
生
産
の
拡
大
の
た
め
の
資
金
供
給
の
一
日
閣
で
国

家
信
用
が
使
用
き
れ
、
同
様
に
叉
、
と
く
に
戦
時
に
お
い
て
不
可
欠
な
農

業
な
ら
び
に
林
系
上
の
生
産
物
の
生
産
の
拡
大
の
た
め
に
も
国
家
信
用
が

用
い
ら
れ
る
ο

(

こ
こ
で
言
う
戦
略
的
原
料
と
は
、
石
油
、
ニ
ッ
ケ
ル
、

マ
ン
ガ
ン
、
コ
バ
ル
ト
、
ク
ロ
ー
ム
、
鉛
、
宝
石
類
で
あ
り
、
叉
、
戦
時

一
八
三



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

に
不
可
欠
な
設
業
、
林
業
土
の
生
保
物
と
は
、
穀
物
、
採
油
用
積
得
、
綿
花
、

木
材
等
を
抱
す
0
)

こ
う
し
た
方
面
へ
の
投
資
は
、
主
と
し
て
ヮ

F
I
P

E
Sん
(

明
C
戸門
r
h
C
勺
阿
ロ
〈
白
色
片
山
C
ロめ口口出向凶

N
ロ
「
司
町
門
出
口
伊
え
己
片
町
。
β

ロロ(同

ω
O
N
U
H
O
ロ
阿
山
口
付
耳
目
門
医
口
出
向
宏
司
同
C
E
E叩
悶
)
を
通
じ
て
行
わ
れ
、

さ
ら
に
叉
、
と
う
じ
た
組
織
や
そ
の
他
の
公
的
な
諸
国
体
や
ト
ラ
ス
ト
が

共
同
し
て
造
っ
て
い
る
『
公
私
共
同
の
会
社
』
を
通
ら
で
も
行
わ
れ
た
。

と
の
会
社
は
調
査
を
行
い
、
生
犀
を
発
展
き
せ
、
最
初
の
危
険
を
負
担
し
、

巨
大
民
間
会
社
に
途
を
開
く
こ
と
が
一
委
任
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
組

織
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
冶
金
ト
ラ
ス
ト
、
機
械
製
作
コ
ン

y

エ
ル
ン
、

そ
の
他
に
有
利
な
じ
か
も
巨
額
の
註
文
を
与
え
て
い
る
。

同
ト
ラ
ス
ト
の
勢
力
範
囲
と
し
て
の
植
民
地

簡
に
の
ベ
た
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
、
金
融
資
本
に
と
っ
て
、
植
民
地
の

搾
取
は
、
突
き
い
民
母
国
の
勤
労
者
の
搾
取
を
完
成
す
る
ζ

と
を
意
味
す

る
の
だ
と
い
う
結
論
が
生
れ
た
。
槙
民
地
の
h
U

叫
奪
は
日
銀
山
υ
超
過
利
訓
仰
や

生
み
出
し
、
そ
れ
の
蓄
積
と
再
投
資
は
ト
ラ
ス
ト
の
勢
力
常
レ
ら
じ
る
し

く
強
化
し
た
。
一
一

o
d植
民
地
会
社
に
与
え
ら
れ
た
純
投
は
一
九
即
日
上
九

年
に
は
九
、
九

0
0
百
万
フ
ラ
ン
に
、
一
九
五

O
年
に
一
山
、
八

C
O庁

万
フ
ラ
ン
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
を
怨
い
出
し
て
見
ょ
う
。

植
民
地
に
た
い
す
る
金
融
資
本
の
支
配
に
つ
い
て

ω簡
単
な
歓
述
は
、

著
る
し
い
和
民
地
資
F

不
主
義
が
な
い
と
い
う
と
と
、
及
び
、
土
器
ゆ
資
本

主
義
が
や
っ
と
発
展
の
出
発
点
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

植
民
地
の
ト
ラ
ス
ト
ば
重
要
伝
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
u

斗
国
の
ト
f
F

大

ト
ラ
ス
ト
の
機
関
で
あ
る
。
植
民
地
の
搾
取
と
勺
コ
点
で
ば
、
そ
れ
ら
は

一
八
四

同
問
者
で
あ
る
と
同
時
に
競
争
者
で
あ
る
。

大
資
本
心
す
べ
て
の
代
弁
者
は
一
の
研
究
司
一
体
、
即
ち
、
三
リ
心
い
己
門
戸
マ

n
自己
E}
乱
。
宮
司
会
ロ
円
四
円
c
E
S封印
1
・
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

定
款
の
あ
る
一
項
に
、
問
団
体
は
、
『
植
民
地
の
利
益
の
保
護
と
発
展
に
役

立
つ
立
法
上
、
行
政
技
術
上
お
よ
び
経
済
上
の
諸
拍
置
を
研
究
し
、
つ
く
ら

せ
る
』
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
問
一
事
会
な
ら
び
に
す
べ
て
の
委
員

会
に
は
、
金
融
資
本
の
も
っ
と
も
有
能
な
代
弁
者
が
い
た
。
つ
ま
り
、
イ

ン
ド
シ
ナ
銀
行
、
岡
田
口
β

ロ
叩
仏
角
川
町
民

v
a
品
目
凶
℃
型
的

'wg-
パ
リ
合
同

銀
行
、
重
工
業
、
化
学
工
業
、
植
民
地
の
大
商
入
、
世
田
庖
事
業
等
々
の
指

導
者
い
か
い
た
。

花
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ミ
ラ
ボ

l
・
マ
レ
!
グ
ル
ー
プ
は
、
。
。

g沼田山富山町

即
日
私
立

g詰
お
よ
び
そ
の
波
多
い
子
会
社
を
媒
介
に
し
て
ア
ル
ジ
ェ
ワ

ア
の
経
済
を
支
配
し
て
い
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
い
た
る
処
で
他
の
金
蝕
資

本
グ
ル
ー
プ
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
取
扱
う
仕
事
の
麓

綱
引

J
bじ
て
変
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
風
に
し
て
、
同
グ
ル
ー
プ
は
チ
ュ

ニ
ジ
ア
や
モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
と
見
僕
一
札
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
も

有
色
金
属
ぞ
独
占
し
た
。
(
同

vSDREv-P
と
共
同
し
、
叉
、
沼
会
計
国
土
-

z
m
H
L
広
や
そ
mw
手
会
社
を
遇
。
て
)
(
』
口
巾
ロ

g
で
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
l
、

マ
レ

l
H
ミ
ラ
ボ

l
、
パ
リ
合
同
銀
行
の
代
表
r

一
日
が
い
る
し
、
ブ
ウ
・
ア

ル
フ
ァ
の
鉱
業
会
社
で
は

5
5
2
m
u代
表
者
が
い
る
。
岡
山

M
g
A
5
号

-
d
m
q
2
0
け
母
由
一

E
3・凶
wmg
は、
ζ

れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
モ
切
ツ

コ
の
経
済
を
完
全
に
支
配
し
て
い
る
。
ユ
ジ
ノ

l
ル
ー
ミ
ラ
ボ
ー
、
お
よ

び
ク

i
ル
マ
ン
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
芯
℃

U
S一忌己
g
a
m
d
の
弘
ωMWP」
通
じ



て
支
配
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
他
等
々
。

北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
独
占
資
本
の
支
配
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
図
式

的
な
概
観
は
、
多
少
重
要
な
各
会
社
に
対
す
る
調
査
の
さ
い
に
明
白
に
な

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
が
調
査
し
て
い
る
聞
に
現
わ

れ
て
き
た
も
っ
と
も
主
要
な
巨
大
ト
ラ
ス
ト
の
代
表
者
を
見
出
す
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
。
5
5℃
担
問
ロ
ぽ

E
R
5
8
冨
句
。
円
白
山
口
四
(
切
出
口
門
百
四
宏

司
田
口
白
色
色
巾
印
刷
)
白

Ma'H凶
器

U
F巾
ぴ
出
口
弘
司
一
回

AVNtZ)ωcn日bHhw
富
山
円

。
g
宮
町
仏
白
色
白
可

5
Z昨
日
。
ロ
円
何
回
戸
HW
品
目
。
臼
N
立
与
・
同
日
巾
口
同
江
口
同

HAV(宮
守

司円山町吋・の

2
3
4・
3
c告
げ
見

2

2
ロ目的山自由

(
F
n
E母
子
宮
町
吋
丘
町
吋

HM色町
2
2
(
U
F
E曲目。ロ
)"-P自
己
司
毛
田
色
町
、
円
ロ
ロ
山
田
(
、
E
C
B
gロ・国
C
E
S口〉
w

z
o己
白
骨
片
白
山
口
自
己

2
2
E
S
E
(
F
M
H
h
Rぬ
る
w

k

r

再
出
(
回
出
口
ρ
ロ
巾
宏

司
ミ

2
2
a
g
H
M
m
q印E
切
忠
一
切

CN巾
γ
冨
色

2
E
)・
な
ど
は
そ
の
一
例
で

あ
る
。中
央
ア
フ
リ
カ
で
は
、
主
と
し
て
輸
出
入
業
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
集
積

ゃ
、
イ
ギ
リ
ス
@
オ
ラ
ン
ダ
系
の
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
ユ
ニ
リ
ヴ
ァ
、
ス
コ
ア

(ω
ゎ
。
〉
〉
お
よ
び
(
吋
rt
『
)
が
演
じ
て
い
る
役
割
居
前
に
書
い
た
。

s
c

O
A
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ス
イ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
の

共
同
の
企
業
で
あ
る
。
次
に

C
F
A
O
と
は
何
か
‘
そ
れ
は
、

ωC口広円
b

p
由
民
仙
町
長
即
日
田
叩
仏
町
内
門
主
止
に
よ
っ
て
、
即
ち
、
船
主
、
卸
売
商
お
よ
び

マ
ル
セ

l
ユ
の
工
業
が
一
し
ょ
に
な
っ
て
支
配
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

戦
時
中
お
よ
び
戦
後
に
庄
れ
た
小
数
の
産
業
は
巨
大
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て

地
方
的
に
建
設
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
一
例
ぞ
挙
げ
る
と
、

F
9出
巾
ロ
門
(
、
ダ
カ

l
ル〉、

df-5ロ
n
r
r叫回目円山口町会凶

τ。
口
町
田
仲
田
町
円

wmw宮

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
率
(
一
一
v

(
N
S
q色
。
ロ
吉
田
宮
町
耳
目
印
巾
}
円
回
口
町
民

Cu
旨
白
日
吉
田
市
刊
の

F
車
紅
白
内
凶
作

目
メ
守
山
ρ
口
市
合
吉
田
け

0
1即日巾

(Uo-5白印
e
計四日]日口同一)一

ωcnh骨
芯
円

C
E
P町田
F

巾

色
町
田
わ
ymgH
ぬけ

Q
5
3汁
国
号
切
白
「
ぬ
ロ
司
、
(
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
の
ほ
と

ん
ど
全
セ
メ
ン
ト
を
生
産
、

(dCJESHO
向山
2
n
E属
H
a
C
5
3
5

HIC
仲
即
日
-
弘
司
冨
ミ
曲
目
白
ぽ
の
子
会
社
で
あ
る
。
)

比
較
的
若
い
鉱
山
業
で
は
、
母
国
の
種
々
の
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
は
英

米
系
の
ト
ラ
ス
ト
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
重
要
な
ポ
ス
ト
を
し
め
て
い
忍
。

即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

可

AW門リ}岡山口。『・;・
;-HUFO曲目}}回目叶巾日仏
EωAVHHAVぬ
mw】
お
よ
び
ギ
ニ
ア
に
お
け

る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
鉱
の
調
査
に
関
係

同州
O
H
E
n
yロ
pi---切
岳
山
岳
可
。
口
同
ロ
門
日

ω
g
m
-
K関
係

宮山門知
E
E
-
-
-。。
BH)担
問
宮
内
玲

2

8・
2
β
$
2
3
5
0
己
g
Z
A
w
g口同一

。
O
B沼
田
ぬ
口
町
四
百
宮
山
静
吋
白
牛
肉
川
。
。
出
回
目
白
可
(
ギ
ニ
ア
、
)
、
お
よ
び
、

マ
ウ
リ
タ
ニ
ェ
ン
に
お
け
る
鉄
鉱
に
関
係

切出口
A
ロ
白
血
叩
己
ロ
舌
岳
山
口
町
お
よ
び
司
自

E叶
E
E

。。

B
℃
間
関
口
円
四
百
日
色
合
巾
色
。

-OEEDM刷
E

2
日
巾
忠
弘
(
仏
領
中
央

ア
フ
リ
カ
)
に
関
係

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
、
同
島
の
経
済
ぞ
支
配
す
る
す
べ
て
の
大
会
社
は
、

程
度
の
大
小
は
あ
っ
て
も
、
母
国
の
主
要
な
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
い
る

o
w白
ロ
宮
市
内
芯
匂

R
Z
R
母
国

MME3・
〕
凶
器
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
と
な
ら
ん
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
銀
行

に
多
く
の
代
表
者
を
入
れ
て
い
る
。
。
吋
立
件
守
口
己

R
含

冨

包

Z
2
2叶

は
、
。
芯
門
出
件
守
口
丘
町
吋
円
凶
メ

K
R
H白
2

2

0

斗
口
出
向
丘
四
に
よ
っ
て
支
配
さ

一
八
五



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

れ
て
お
り
、
こ
の
後
者
は
わ
芯
門
王
宮
口
丘
町
吋
宏
司
自
ロ

g
の
子
会
社

で
あ
る
。
こ
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
の
東
海
岸
の
港
出
コ

ン
ツ

ι
ル
ン
お
、
ょ
び
海
運
諮
会
社
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る
。

Z
S包
・
出
合
局

(
砂
糖
、
評
判
用
植
物
)
は
、
己
目

E

S。
H
S
ω
丘
三

-Em号
叩
グ
ル
ー

プ
の
手
に
に
宮
ら
れ
て
お
り
、

ζ

の
グ
ル
ー
プ
は
切
2
5口
町
色
町
一
可
知
吋
回
目

立
色
白
田

MMmq由E
切
訟
と
結
ば
れ
て
い
る
。
河
川
札
口
語
口
巾
田
弘
由
∞

5
5
色白

ωと
5
・F
O
E
2
お
よ
び
マ
ル
セ

l
ユ
金
融
資
本
の
子
会
社
で
あ
る
の
。
BHV・

由
民
包
白
冨

R
E
-
-田
町
田
町
号
室
包
日
間
目
的
門
出
門
ば
、

p
n
B丘町田

B
R・

8
ロ
E
g即
応
出
富
田
島
田
岡
白
田
口
ミ
は
勿
論
の
こ
と
、
若
干
の
商
業
‘
な
ら
び

に
農
業
企
業
を
支
配
し
て
い
る
。
サ
コ
ア
の
石
炭
生
産
は
シ
ュ
ナ
イ
ダ
l

お
よ
び
尉
白
ロ
宮
白
色

m
p旦
田
市
付
色

g
句
者
間
中
凶
器
の
支
配
下
に
あ
る
。

制

イ

ン

ド

シ

ナ

イ
ン
ド
シ
ナ
ば
第
二
次
大
戦
前
は
金
融
実
頭
制
の
も
っ
と
も
富
裕
な
支

配
領
域
の
一
で
あ
っ
た
。
す
?
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
と
の
植
民
地
は
ほ

と
ん
ど
全
く
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
の
勢
力
範
囲
に
な
っ
て
い
る
。
同
銀
行
は

経
済
活
動
の
種
々
の
部
門
を
支
配
し
て
い
た
。
若
干
の
諸
部
門
に
お
い
て

は
、
同
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
他
の
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
と
支
由
権
を
分
け
合

っ
て
い
る
。
即
ち
、
出
口
出
回
口
同
時
司
叩
門
T
U
曲
。
由
。
口
仲

n
F
2
2
を
通
じ
て
乙
の

部
門
に
お
い
て
は
仏
。
同
守
主
仏
グ
ル
ー
プ
は
重
要
な
地
位
易
一
も
っ
て
い

る
。
他
方
、
電
力
部
門
に
お
い
て
は
、
亜
鉛
、
ゥ
ォ
ル
フ
ラ
ム
お
よ
び
ニ

ッ
ケ
ル
の
生
産
に
お
け
る
と
日
様
に
、
ア
レ
イ
シ
・
グ
ル
ー
プ
、
ド
ず
・
ヴ

7

ン
ザ
ア
ル
お
よ
び
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
関
係
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
潤
は
莫
大
な

一
八
六

も
の
で
あ
っ
た
。

ζ
れ
ら
の
ト
ラ
ス
ト
か
ら
利
潤
源
泉
の
重
要
な
部
分
が

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
よ
う
と
も
、
ト
ラ
ス
ト
の
利
調
ほ
相

変
ら
ず
見
大
で
あ
る
。
一
方
、
ト
ラ
ス
ト
は
戦
争
の
損
宍
賠
償
巻
う
け
と

り
、
ピ
ア
ス
テ
ル
の
人
為
的
な
松
場
を
十
分
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
相

場
は
国
家
に
よ
っ
て
ト
ラ
ス
ト
の
利
益
に
合
致
す
る
よ
う
に
確
川
た
さ
れ
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
ト
ラ
ス
ト
は
軍
隊
を
供
給
し
、
い
た
る
処
で
投
機
を
行

っ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五

O
年
ま
で
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

活
動
し
て
い
る
章
一
要
な
廿
五
会
社
の
純
利
潤
は
二
倍
に
な
っ
た
。
乙
の
純

利
潤
は
三
一
億
ド
ル
か
ら
六
一
億
ド
ル
に
上
昇
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
知
っ

て
い
る
よ
う
に
、
純
利
潤
は
現
実
の
利
潤
の
ほ
ん
の
僅
か
む
一
部
分
を
し

め
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

同
時
に
、
ト
ラ
ス
ト
は
ず
子
N

・
ナ
ム
共
和
国
に
た
い
じ
て
『
け
、
か
ら
わ

じ
い
戦
争
』
を
指
揮
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
実
頭
制
は
ア
メ
リ
カ
式
の
侵

略
政
策
や
使
用
し
、
極
東
で
は
中
華
人
民
共
和
国
に
た
い
し
て
要
塞
を
維

持
レ
、
軍
事
的
な
基
地
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

権
力
者
は
た
ん
に
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
熱
心
な
召
使
と
じ
て
ふ
ろ
ま
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
権
力
パ
者
が
指
導
し
た
戦
争
は

背
面
か
ら
の
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
全
国
土
に
た
い
す
る
支
配

と
か
れ
ら
の
一
一
切
の
利
潤
源
泉
を
回
筏
注
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
争
は
か
れ
ら
の
戦
争
で
あ
る
。

ロ
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
と
の
『
協
力
』

金
融
広
頭
制
が
一
九
四
七
年
に
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
焦
点
九
一



合
わ
せ
、
市
民
に
、
こ
う
し
た
方
向
が
一
九
四
八
年
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

に
よ
っ
て
、
叉
、
一
九
四
九
年
に
ば
北
大
西
洋
間
沼
に
よ
っ
て
な
お
一
そ

う
強
め
ら
れ
た
さ
い
、
金
融
案
一
以
制
ば
十
分
に
意
識
し
て
乙
れ
ぞ
行
ウ
た
。

金
融
案
頭
側
は
、
戦
争
終
結
後
は
、
独
力
で
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
階
級

お
よ
び
梢
民
地
民
衆
の
蜂
起
に
た
い
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
叉
、

同
時
に
ソ
同
盟
、
人
民
・
4

主
々
義
諮
問
な
ら
び
に
中
国
に
た
い
す
る
ア
メ

リ
カ
の
『
戦
略
的
』
侵
陥
計
画
径
是
認
し
乙
れ
を
分
担
し
て
い
る
(
そ
の

理
由
は
社
会
主
義
毎
粉
砕
し
、
世
界
を
新
じ
く
分
割
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
)
か
ら
と
い
う
そ
の
と
と
だ
け
の
た
め
に
、
と
う
し

た
上
述
の
新
し
い
円
協
力
』
を
希
望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ト
ラ
ス
ト

ば
ウ
ォ

l
ル
径
の
金
融
資
本
と
緊
密
な
同
躍
を
締
結
レ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
の
大
粧
を
是
認
し
た
。

例
ア
メ
リ
カ
の
司
撲
助
』

e

政
府
は
金
融
宗
一
政
制
の
註
文
で
一
連
の
例
外
規
定
を
通
過
会
せ
た
。
そ

れ
の
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
き
さ
え
る
支
柱
ば
双
務
的
な
マ
ー
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
で
、
そ
れ
は
一
九
四
八
年
に
拡
准
さ
れ
、
ァ
メ
サ
カ
政
府
及
び

ト
ラ
ス
ト
の
代
表
者
や
代
理
人
た
ち
に
扉
が
大
き
く
関
か
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
が
戦
略
的
原
料
に
た
い
す
る
特
粧
を
得
る
よ
同
様
に
亦
、
円
情

報
へ
の
通
路
』
に
つ
い
て
の
一
特
権
、
な
ら
び
に
、
国
家
の
活
動
お
よ
び
経

済
活
動
の
一
切
の
分
野
に
た
い
し
て
干
渉
す
る
権
利
を
も
得
る
の
で
あ
る
。

今
日
で
は
い
に
る
処
に
ア
メ
リ
カ
の
代
混
入
や
『
後
援
者
』
が
あ
る
。
即

ち
、
主
要
な
国
家

ω官
庁
(
財
務
局
、
投
資
局
、
通
貨
局
、
税
制
、
外
国

貿
易
、
労
働
な
ら
び
に
労
働
力
、
宣
伝
の
各
官
庁
)
と
並
ん
で
存
在
す
る

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

『
ア
メ
リ
カ
の
(
対
外
)
援
助
』
今
本
部
(
昨
日
の

B
G
A
、
今
日
の

M

S
A
て
『
北
大
西
洋
同
盟
参
謀
本
部
』
、
生
産
性
『
使
節
団
』
、
購
入
部
、

新
開
サ

l
グ
ィ
ヌ
部
、
宣
伝
部
、
「
組
ム
日
』
活
動
対
策
部
、
一
調
査
局
(
中

小
企
業
か
ら
旅
行
輸
送
に
至
る
ま
で
の
種
々
の
問
題
吾
と
り
投
う
)
等
有

が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
権
利
と
特
権
に
た
い
す
る
反
対
，
給
付
と
じ
で
‘
ア
メ
リ
カ
の

支
配
的
な
金
融
資
本
ば
援
助
を
与
え
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
に
対
し
て
で

な
く
、
か
え
っ
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
与
え
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
-
ヲ
ン
は

そ
れ
ら
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
大
き
な
援
助
を
も
た
ら
し
た
。
第
一
に
、
ヲ

l
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
は
銀
行
に
と
っ
て
利
訴
に
な
っ
て
い
る
。
大
て
い
の
マ

ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
給
付
は
、
「
認
可
き
れ
た
』
仲
介
者
一
い
よ
っ
て
、
つ

ま
り
大
商
業
銀
行
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
大
銀
行
と
は
、
パ

ン
ク
・
ド
・
パ
リ
・
ェ
・
ペ
イ
・
パ
、
パ
リ
合
同
銀
行
、
さ
ら
に
、
ロ
ス
チ

ャ
イ
ル
ド
、
ミ
ラ
ボ

l
、
~
ワ
ォ
ル
ム
ス
、
ラ
ザ
l
ル
傘
下
の
諮
銀
行
で
あ

る
。
銀
行
と
並
ん
で
、
輸
入
連
合
や
海
運
諸
会
社
は
『
十
分
の
一
税
』
を

徴
収
し
た
。
商
品
が
ア
メ
リ
カ
の
供
給
者
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
消
災
者
に
届

く
迄
に
通
過
す
る
全
過
程
に
お
い
て
、
一
連
の
「
許
き
れ
た
』
、
義
務
的

な
仲
介
者
が
巨
額
の
利
潤
を
得
た
。

コ
ン
ツ
ニ
ル
ン
は
ほ
と
ん
ど
独
占
的
陀
原
料
な
ら
び
に
ア
メ
リ
カ
の
武

器
供
給
の
用
益
者
で
あ
っ
た
。
乙
の
ア
メ
リ
カ
の
武
容
は
『
マ
ー
シ
ャ
ル

ク
レ
デ
ィ
ァ
ト
』
と
い
う
名
郊
そ
持
っ
て
い
る
。
表
面
上
、
コ
ン
ツ
品
ル

ン
は
と
う
し
た
供
給
に
た
い
し
て
フ
ラ
ン
で
払
っ
た
。
し
か
J

包
フ
ラ
ン
ス

政
府
に
支
払
3
k
o
ζ

の
金
額
は
『
見
返
り
資
金
』
に
変
っ
た
が
、
ア
メ

一
八
七
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K
u
h
l
m
a
n
 u
n
d
 F
i1ialen 

1;411 

民
間
企
業
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

Gillet
，
 Progil 

420 

(1948
年
よ
り
1951
年
ま
で
)

Nickel-Ges 
800 

965 

見
返
資
金
ド
ル
に
よ
る

Mines de Zellidja①
 

3
，600 

会
社
名

額
(
百
万
ク
レ
デ
ィ
ッ

Schneider 
1
，400 
1
，930 

フ
ラ
ン
)
ト
額
(
千
ド
ル
〉

Usinor 
11
，166 
12
，100 

A
L
S
T
H
O
M①
 

400 

Sollac 
13
，000 
49
，360 

Material electrique 
S. -w;
①
 

175 

Marine et 
H
o
m
e
c
o
u
r
t
 

928 
1，300 

T
ho
m
S
Q
n①
 

10Q 

Micheville 
1
，030 

S
I
M
C
A
 

4
，142 

L
o
n
g
w
y
 

740 
2
，566 

Citroen 
2
，360 

Forges et 
Acieries de 

Dilling(
ザ
{
ル
地

I~J)
2.060 

Massey-
Harris①
 

問
。

Carnaud et 
Forges de Basse-

lndre
①
 
360 
2
，000 

C
i
m
aベN'
allut

500 
4
，uOO 

Shell. Berre 
163 

800 
Breguet 

3
，000 

Soci
在te
generale des Huiles 

de Petrole 
17 
4
，000 

Penhoet 
2
，7QO 

C
o
m
p
a
g
n
i
e
 fran:
caise 
de Raffinage 

270 
5
，420 

L
a
 Ciotat 

1
，300 

Standard franロ
ise
des P~troles①

 
2
，990 

Chantiers d
e
 la 
Mediterranee 

1.300 

Socony.V
昌c
u
u
m
francaise

①
 

1，060 
Fraissinet 

305 
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0

 

@日
1
k
唱
法

g
ゆ
洋
G
U
J

市
妙
洋
札
口
ν
句
'
砂
川
V

F

J
一件

u
w
L込
唱
法
均
株

nu

胤
W
国
ロ
e

叫
ぷ
山
川
博
。

ア
メ
リ
カ
の
金
融
資
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
に
あ
た
え
た
『
援

助
』
に
た
い
じ
て
明
白
な
反
対
給
付
を
受
と
っ
て
い
る
。
前
掲
の
表
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
久
ト
の
子
会
社
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
の
利
潤
に
大
い
に
与
っ
て
い
る
ζ
と
を
示
じ
て
い
る
。
し
か
も
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ラ
ス
ト
は
叉
大
企
業
に
た
い
す
る
自
己
の
支
配
巻
安
全
な
も

の
に
し
、
そ
れ
を
強
化
す
る
た
め
に
利
用
す
る
物
質
的
な
支
柱
w

ぜ
も
っ
て

、.，、，。

、Lu-
-

，ι1ブ
リ
キ
板
ヨ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
ゐ
る
同
・
M

・
。
由
吉
田
口
島
町
仲
司

R
m
a
含

国
白
血
曲
目
山
田
島
司
巾
(
ド
・
ヴ
ァ
ン
デ
ル
・
グ
ル
ー
プ
)
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
鍵
話
用
鐘
の
独
占
を
も
っ
て
い
る
が
、
十
億
フ
ラ
ン
以
上
の
マ
ー
シ
ャ

ル
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
を
得
て
い
る
Q
ζ

う
し
た
援
助
の
直
後
に
、
と
の
巨
大

会
社
の
重
役
会
に
モ
ル
ガ
ン
資
本
の
代
表
者
で
あ
る
カ

l
タ
ー
が
登
場
し

た
。
と
の
と
と
は
、
モ
ル
ガ
ン
資
本
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
径
通
じ
、
し

か
も
、
乙
れ
に
一
ド
ル
も
支
出
し
な
い
で
、
乙
う
じ
た
企
業
に
た
い
す
る

支
配
を
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
じ
て
い
る
。
(
乙
の
支
国
は
こ
と
え
代
表

者
を
派
遣
す
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
o〉

さ
ら
に
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
お
よ
び
モ
ル
ガ
ン
グ
ル
ー
プ
と
結
び

つ
い
て
い
る
シ
ム
カ

(
S
I
M
C
A
)
の
例
ぞ
と
り
上
げ
て
見
ょ
う
。
同

社
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
援
助
と
じ
て
六
百
万
ド
ル
以
上
(
約
二

O
億
フ

ラ
ン
)
を
受
と
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
同
社
ψ

守
し
て
最
新
型
『

krg口
弘
己
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
ニ
)

生
産
の
た
め
の
新
式
の
装
置
を
整
備
す
る
乙
と
を
可
能
に
さ
せ
た
。
少
-

以
前
に
、
シ
ム
カ
・
グ
ル
ー
プ
ば
冨
m
g
R
R
2
5
q
k
r
H
5
2
宏

司

2
2

(冨

-
P
H
Mむ
ぞ
吸
収
じ
た
。

ゆ
ア
メ
リ
カ
資
本
に
よ
る
侵
略
(
註
)

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
た
い
す
る
経
済

上
、
政
治
主
の
援
助
に
た
い
す
る
反
対
給
付
と
し
て
、
『
北
大
西
洋
戦
争

政
策
』
の
下
で
同
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
従
属
化
会
せ
る
乙
と
だ
け
で
満
足
し

‘
広
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
金
敵
資
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
蓄
に
た
い
す
る
『
自

由
な
侵
略
』
と
、
ア
メ
リ
カ
の
笑
業
家
ん
に
た
い
す
る
『
格
利
の
平
-
等
』
と

い
う
こ
と
ぞ
獲
得
し
た
。
し
た
が
っ
て
一
九
四
九
年
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の

諸
会
社
は
資
本
な
ら
び
に
利
潤
を
自
由
に
ド
ル
に
振
替
え
る
権
能
が
与
え

ら
れ
た
。
調
査
機
関
、
生
産
性
本
部
あ
る
い
は
技
術
援
助
当
局
を
通
じ
て

間
接
に
、
叉
、

ζ
れ
と
同
様
に
、
す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ

ル
プ
ヲ
ン
そ
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
蜜
葉
山
本
達
忘
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
で

は
す
で
に
有
力
な
企
業
を
所
有
し
て
い
た
)
は
、
数
年
前
か
ら
積
極
的
に

フ
ラ
ン
ユ
の
産
業
に
関
心
を
も
ち
は
じ
め
て
き
た
。
か
れ
ら
ア
メ
リ
カ
の

実
業
家
達
は
、
一
般
に
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
と
協
定
し
、
あ
る
い
は
又
、

ζ
れ
各
従
属
さ
せ
て
、
経
営
状
態
の
良
い
企
業
に
た
い
す
る
資
本
参
加
や
、

支
配
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
Q

(

こ
の
さ
い
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
は
こ

う
し
た
取
引
で
利
益
径
見
出
し
て
い
た
。
)

ハ
註
)
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
カ
の
資
本
参
加
は
、
西

独
に
お
け
る
関
係
と
お
ど
ろ
く
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
。
ウ
オ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
の
最
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
西
独
為
フ
ラ
ン
ス
の
両
国
で

一
八
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
二
)

利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
ツ
エ
山
ン
と
い
え
ば
、

犬
体
つ
ぎ
の
も
の
で
ゐ
る
。

〕
モ
ル
ガ
ン
及
び
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

お
よ
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
、
国
際
電
信
需
話
、
ゼ
ネ
ラ
中
モ
ー
タ

ー
ズ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
中
・
ピ
ッ
、
ネ
ス
・
マ
シ
ィ
ン
、
デ
ュ
ポ

ン
・
ヌ
ム

l
中
、
ゥ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
為
フ
ォ
ー
ド
‘
レ
ミ
ン
グ

R

ト
ン
、
ひ
レ
ジ
ト
、
コ
カ
コ
ラ
、
な
ち
び
に
ハ
ワ
ウ
ッ

F
映
画
コ
ン

h

ツ

エ

ル

ン

。

‘

ア
メ
リ
カ
の
民
間
資
本
に
よ
る
支
配
は
、
と
く
に
戦
前
に
お
い
て
す
で

に
ア
メ
リ
カ
の
金
融
資
本
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
『
も
っ
と
も
重
要

な
企
業
」
に
よ
っ
て
強
固
に
さ
れ
て
い
た
。
日
時
に
叉
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
会
社
は
長
年
に
一
旦
っ
て
自
由
に
国
外
に
輸
出
す
る
ζ
と
の
で

き
芯
か
っ
た
利
潤
ぞ
投
資
し
て
、
以
前
か
ら
所
有
し
て
い
た
産
業
会
社
の

株
式
を
い
ち
じ
る
し
く
増
大
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
た
。
(
主
産
お
よ
び
分

臨
機
構
の
拡
大
、
製
造
計
画
の
拡
張
。
)
他
万
に
お
ト
て
は
、
そ
れ
ら
の
会
社

は
、
資
本
参
加
、
取
引
所
に
お
け
る
株
式
の
買
入
、
合
併
等
々
を
通
じ
て
そ

の
他
の
産
業
部
門
に
た
い
す
る
勢
力
を
拡
大
き
せ
る
こ
と
、
が
で
き
た
。
わ

れ
わ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ア
メ
ワ
カ
の
グ
ル
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に
企

業
の
支
部
な
ら
び
に
利
潤
む
分
け
合
つ
て
い
る
か
ら
立
証
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
石
油
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
-
(
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
石
油
の
子
会
社
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
及
び
ソ
コ

-一i
・ヴ
7

キ
ウ
ム
)
は
、
今
日
で
は
フ
ラ
ン
ス
で
と
り
吸
わ
れ
る
石
油
の

一
九
ダ
を
精
製
し
た
。
ス
タ
シ
ダ

l
ド
は
少
じ
前
に
フ
ラ
ン
ス
西
南
部
に

一
九

O

お
け
る
広
大
な
原
油
詩
捌
地
(
十
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
が
与
え
ら
れ
る
乙

と
に
な
っ
た
。
ス
イ
ス
・
ア
メ
リ
カ
系
の
ヨ
ン
ツ
ュ
ル
ン
で
あ
る
ネ
ッ
ス

ル
は
戦
前
に
は
ミ
ル
ク
を
販
売
し
て
い
な
か
っ
た
。
処
が
、
今
日
で
は
ネ

ッ
ス
ル
が
フ
ラ
ン
ス
の
の
自
〈

S
Z
と
結
び
つ
い
て
少
く
と
も
パ
リ
地
区

に
お
け
る
ミ
ル
ク
割
当
量
の
二
五
d

戸
港
供
給
し
、
食
料
品
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

ハ公の

O
R
U
E
S
J
の
発
展
を
指
導
し
た
。
十
九
一
九
年
以
来
、
フ
ラ

ン
ス
で
販
売
代
理
商
と
し
て
寄
在
し
て
い
た
コ
カ
・
コ
ラ
は
、
一
九
四
九

、
年
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
会
社
匂

R
S
F
の
Z
n山静岡町田

a
o
p
E
6
と

協
力
し
て
十
二
の
特
許
会
社
を
創
設
し
た
が
、

ζ

の
会
社
は
今
日
で
は
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
と
の
コ
カ
・
コ
ラ
飲
料
を
生
産
し
て
い
る
。

な
お
乙
の
外
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ト
ム
ツ
ン
・
ハ
ウ
ス
ト
ン
を
あ
げ
る
乙

と
が
で
き
る
。
と
の
会
社
は
モ
ル
ガ
ン
に
支
部
さ
れ
r

る
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
で
あ
ろ
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ー
の
子
会
社
で
あ
る
が
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
工
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
〉
宮
町
内
H

同
居
間
同
町
島
由
。
。
目
的

H
E口氏。出回

目
含
由
民
A
E
g
t
、rニ
し
ょ
に
な
っ
て
、
共
通
の
子
会
社
〈
邑
注
目
。
ヨ
)
巻

所
有
し
て
い
る
。
叉
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
グ
ト
リ
改
ク
ば
九
つ
の
電
力
会
社

に
お
い
て
フ
ラ
ン
-
ス
の

C
G
E
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
チ

ン
グ
ハ
ウ
ス
は
宮
田
H
h
k
E
企
O

口可

Z
g
ω
・
当
・
↑
お
い
て
シ
ュ
ナ
イ
ダ

!
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

多
数
の
ζ

れ
ら
の
企
業
は
百
の
巨
大
ト
ラ
ス
ト
に
属
し
て
い
る
。
キ
刊
一
ら

に
、
.
ト
ム
ソ
ン
・
ハ
ウ
ス
ト
ン
自
身
は
同
社
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る

多
数
の
諸
会
社
の
資
本
を
十
億
フ
ラ
ン
以
上
に
さ
せ
た
Q

た
と
え
ば
、

c
o
g官
官
庁
青
田
ド
白
石
器
の
資
本
金
は
十
億
フ
ラ
ン
、

k
a
r
c
g



の
そ
れ
は
三
五
億
フ
ラ
ン
で
ゐ
る
。
叉
、
次
の
点
も
挙
げ
る
乙
と
が
で
き

る
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ス
・
フ

?
l
ド
会
社
(
十
億
フ
ラ
ン
)
呂

bσ
角・
η
。.

z
s吉
田
ハ
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
の
子
会
社
、

十
七
億
フ
ラ
ン
〉
、
シ
ム
カ
(
二
十
億
フ
ラ
ン

Y
C
E守
巧
色
乞
(
凶
二

億
フ
ラ
ン
〉
、
ソ
コ
ニ

i
ヴ
7

キ
ウ
ム
(
三
八
億
フ
ラ
ン
〉
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
(
一
三
一
億
フ
ラ
ン
)
等
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
自
己
の
『
橋
頭
壁
』
冶
縫
立

す
る
こ
と
で
は
満
足
し
て
い
な
い
。
乙
の
ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
は
い
た

る
処
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
侵
入
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
乙
の
手
段

と
じ
て
は
、
た
と
え
ば
、
株
式
取
引
所
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
株
式
の
買

占
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
会
社
の
資
本
金
憎
加
へ
の
参
加
、
フ
ラ
ン
ス
と
外

国
の
会
社
の
聞
に
お
け
る
株
式
。
交
換
、
技
術
者
の
派
遣
、
機
械
の
賃
貸

等
々
で
あ
る
。
叉
、
諸
契
約
は
こ
う
し
た
侵
路
の
種
々
の
方
法
で
あ
る
。

と
う
し
た
経
過
は
、
と
く
に
と
と
数
年
来
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
パ
テ
ン
ト
、
許
可
、
製
作
方
法
そ
の
他
の
委
任
、
株
式
の
交

換
、
販
売
市
場
の
分
割
等
々
の
点
に
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
ア
メ
リ

カ
の
独
占
資
求
ぞ
し
て
そ
の
勢
力
を
拡
大
さ
せ
、
み
の
る
い
は
わ
ず
か
な
費

用
で
そ
の
支
酎
丸
山
押
付
け
さ
せ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
化

予
工
業
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
『
モ
ン
サ
ン
ト
化
学
』
は
こ
う
し
た
方
法
で
、

さ
ら
に
叉
ク
ー
ル
マ
ン
と
一
じ
ょ
に
な
っ
て
、
可
円
。
仏

E
g
n
z
s
E
C冊目

。
cぽ
ロ
巾
刊
の
支
配
ぞ
獲
得
し
た
。
叉
、

5
g
g
z
Hグ
ル
ー
プ
(
白
熱
灯
生

産
)
の
一
民
で
あ
る
シ
ル
グ
ァ
ニ
ア
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
支
砲
権
設
得

た
。
な
お
一
一
百
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
E

ウ
且
ス

ウ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
木
(
ニ
)

チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
』
と
回
目
立
品
目
団

m
g
B
E
D
E仏0
・
MM担
NmH
回目
4
担
ハ
エ

ー
ル
・
リ
キ
ッ
ド
の
子
会
社
)
の
問
、

ω
R
H
b芯
包
∞
出
向
山
⑦
口
問
叩
一
弘
司

-ncロ・

鬼
門
ロ
ロ
片
山
。
ロ
田
宮
Awn由民

A
g∞
と
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム

i
ル
の
問
、
シ
ト

ロ
エ
ン
と
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
の
間
等
々
の
技
術
捉
縫
、
デ
ュ
ポ
ン
と

ロ
l
ヌ
・
一
プ

i
ラ
ン
、
ジ
レ

l
、
ソ
シ
ご
テ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ド
・
デ
ィ

ナ
ミ
ッ
ト
の
間
の
技
術
な
ら
び
ピ
金
融
上
の
協
定
で
あ
る
。

制
フ
ラ
ン
ス
砲
民
地
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
資
本

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
聞
の
提
携
に
つ
い
て

の
同
一
の
過
程
、
が
植
民
地
に
お
い
て
ち
発
投
し
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
、
『
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア

i
』
計
画
(
後
進
国
開
発
計
画
)
の
範
囲

内
に
お
け
る
一
切
の
ア
メ
リ
カ
の
投
資
、
あ
る
い
は
、
民
間
投
資
と
し
て

の
そ
れ
ば
、
全
部
、
が
戦
略
的
な
部
門
に
む
け
、
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
原
料
。

生
産
お
よ
び
と
く
に
地
下
資
源
の
開
発
で
あ
る
。

石
油
採
掘
の
分
野
に
お
い
て
は
、
ガ
ル
フ
石
油
会
社
は
、

ω
O
R
P芯

Z
E

o
a
e由

E
S凶
器
母
国

HMhwqo同
町
田
(
公
孫
共
同
会
社
)
の
資
不
の
六
五
d
F

ぞ
所
有
し
て
い
る
。
オ
リ
ヴ

7
1
・
鉱
業
会
社
は
、
回

E
g
z
g宮
山
叩
門
広
四

回
目
句
E
H
H
Q
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
仏
領
来
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ン
ガ
ン

詩
掘
に
参
加
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
資
本
は
多
数
の
鉱
山
企
業
に
関
係
し
て

い
る
。
ニ
ュ

1
モ
ン
ト
鉱
業
会
社
は
、
司
自
ロ
ロ
同
月

oE(ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

・
グ
ル
ー
プ
)
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
モ
ロ
ジ
コ
に
お
け
る

No--EY・富山
E

ロ

g
に
参
加
し
て
い
る
。
同
社
の
子
会
社
の
一
で
あ
る
中
部
ア
フ
リ
カ
開

発
会
社
〈
冨
注
目
〉
昨
日
門
田
口
開
同
H

己
負
担
江
O
回
。
0

・
)
は
、
一
九
五
一
年
に
フ

ラ
ン
ス
の
一
一
会
社
と
共
同
し
て
い
た
が
、
と
れ
ば
仏
領
東
ア
フ
リ
カ
に
お

九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
一
一
)

い
て
銅
、
亜
鉛
、
鉛
の
生
産
を
十
分
に
利
用
す
る
た
め
で
あ
る
a

ア
メ
ワ

カ
の
資
本
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
会
社
で
あ
る
吋

BV22

ZHHIE-
は
、
マ
ウ
レ
タ
ニ
エ
ン
に
お
け
る
鉄
鉱
石
採
取
を
目
的
と
し
て
、

、
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
会
社
、
(
切
片
山
広
島
町
。
ロ
自
出

ω
g色
。
。
同
宮
司
印
式
。
回
〉
お

よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
諸
会
社

(
F
Oロ
阿
君
M
1
u

d
曲目白
O
H
U

冨
同
江
口
町
呉
国

ogbgロ
ユ
〉
と
は
勿
論
、
さ
ら
に
叉
、
切
口
司
自
由
ロ

富
山
田
町
叩
吋
仏
曲
目
曲
目
d
回
g

a・0
巳
B
B
R
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
宮
以
内
W

吋Z

B
守
の

g申ロ田
n伊
良
け
に
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
、
あ
る
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
採

取
さ
れ
た
戦
略
的
生
産
物
の
一
定
量
と
交
換
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
鉱
業
会
社

に
た
い
し
て
し
ば
し
ば
投
資
、
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
、
資
材
お
よ
び
技
術
者
ぞ
提

供
し
て
い
る
。
乙
う
し
た
契
約
は
、

ω
O口拡
H
P

冨
宮
山
骨
門
司
仏
由
民
同
】
ロ

-KFNN2

(
コ
バ
ル
ト
及
び
モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
〉
、
。
。
B
冨
-m口
町
四
回
目
白
芯
お

岳
山
田
.
。
E
ぴ
回
目
岡
宮
。
丘
町
同
呂
田
同
〈
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
〉
、

ωon広
窓
口
岡
山
口
日
常
由

同
国
一
件
。
円
円
。
目
。
旦
色
白
〈
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
U
、
F
O
Z片岡拘即日色町

Z
O
ロヨ
w
口
町
内
田
・

-
b
a
o
E
9
ω
O口
密
A
W

句
円
恒
国
宮
山
田
町
弘
ロ
の
田
ぎ
ロ
と
の
聞
に
結
ぼ
れ
て
い
る
。

道
路
、
飛
行
場
、
港
湾
の
よ
う
な
戦
路
上
の
建
造
物
は
公
共
事
業
に
利

潤
の
可
能
性
を
与
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ス
ト
は
こ
う
し
た
方
面

で
も
活
動
を
ぽ
じ
め
た
。
た
と
え
ば
、
次
の
点
を
あ
げ
る
と
占
が
で
き
る
。

即
ち
、
一
九
五
O
年
の
切
巳
ぽ
回
O
口町白人玄

o
E
g
p・
対
ロ
ロ
仏
由
自
会
社
の

設
立
ハ
乙
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
モ
リ
ソ
ン
・
ク
ヌ

l
ド
セ
ン
会
社
と
フ
ラ
ン
ス

の

ω。
口
広
芯
内
回
目
。
白
白
色

E
n仲間
O
E
a
g
回
白
け
だ
ロ
色
目
町
田
の
共
通
の
子
会

社
U
、
お
よ
び
モ
ロ
シ
コ
に
お
け
る

a
〉
己

g
c
oロ巳
E
2
2曲
ョ
会
社
の

九

設
立
が
あ
る
が
、
乙
の
後
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
五
つ
の
建
設
会
社
の
連
合

に
よ
っ
て
詑
れ
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
飛
行
根
拠
地
の
建
設
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
戦
争
経
涛

フ
ラ
ン
ス
の
金
融
実
頭
制
は
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
と
の
同
盟
お
よ
び
協

力
の
途
を
進
み
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
ー
そ
の
百
傑
を
フ
ラ
ン
ス
金

融
資
本
は
完
全
に
承
認
し
て
い
る
が
ー
や
自
己
の
も
の
に
し
た
。
そ
の
結

果
、
巨
大
ト
ラ
ス
ト
の
主
要
努
力
は
、
数
年
来
す
で
に
戦
略
的
目
標
に
む

け
ら
れ
て
い
る
。
(
大
規
模
の
再
軍
備
は
朝
鮮
戦
争
後
に
な
っ
て
や
っ
と

着
手
さ
れ
た
と
し
て
も
〉

同
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
の
役
割

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
主
要
問
題
に
た
い
す
る
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
の
投

資
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
役
立
っ
た
。
乙
れ
は
国
庫
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
企
業
経
活
動
さ
せ
、
そ
の
装
置
を
改
善
す
る
た
め

で
あ
る
。
ト
ラ
ス
ト
の
産
業
設
備
、
が
再
建
さ
れ
る
閲
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国

民
大
衆
の
住
宅
は
悪
化
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
住
宅
建
設
計
画
は
た
だ
紙

上
の
プ
ラ
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

産
業
が
漸
次
平
常
化
の
方
に
動
い
て
く
る
程
度
に
応
じ
て
、
国
家
の
投

資
が
ま
す
ま
す
大
量
に
軍
事
的
方
面
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

d
即日ロ
2
お
よ
び

ω♀

znの
治
大
な
(
帯
鉄
)
圧
延
工
場
の
建
設
ー
そ

の
生
産
能
力
は
商
産
業
の
平
時
の
必
要
量
を
大
い
に
凌
駕
し
て
い
る
が
ー

は
帝
国
主
義
的
政
策
と
再
軍
備
の
領
域
の
中
で
は
じ
め
て
十
分
な
意
義
を

等
た
。



第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
は
フ
ラ
ン
ス
帝
国

主
義
に
と
っ
て
い
つ
も
不
足
し
て
い
た
も
の
冶
建
設
す
る
万
に
進
ん
だ
。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
植
民
地
に
お
け
る
石
油
採
悩
の
基
地
在
建

設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
の
計
画
は
当
然
に
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
独
占
資
本

家
の
反
対
に
ぶ
つ
つ
か
っ
た
ひ
そ
れ
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
資
木
は
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
京
大
な
石
州
知
製
所
の
発
展
ら
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ジ
チ
お
よ
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
子
会
社
と
一
じ
ょ
に
な
っ
て
異
常
収
利
潤
を
引
き

出
す
ζ
と
が
で
き
に
。
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
の
投
資
の
筒
囲
内
で
達
成
じ
た
庄

産
能
力
は
フ
ラ
ン
ス
の
笥
嬰
立
冶
大
い
に
凌
潟
し
、
軍
事
的
供
給
の
た
め

の
翼
裂
な
基
礎
奇
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

山
山
・
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
は
再
軍
備
毎
準
備
す
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に
よ
る
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
や
見
返
り
資
金
は
予
溺
し

得
た
よ
う
に
、
と
く
に
、
戦
略
的
目
的
に
し
た
が
っ
て
実
行
さ
れ
た
Q

そ

の
理
由
は
、
一
九
五
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
与
え
ら
れ
た
ア
メ
リ

カ
の
援
助
（
五
八
四
件
、
四
一
五
O
億
フ
ラ
ン
）
に
よ
る
見
返
資
金
の
七

od月
は
、
軍
事
的
目
的
が
明
白
な
投
資
に
使
用
さ
れ
た
。
即
ち
、
そ
れ
ら

の
部
門
は
運
輸
、
尿
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
製
鋼
業
、
機
械
、
信
機
工
業
、

航
空
機
工
業
等
々
で
あ
る
。

三
年
間
の
長
期
に
一
旦
っ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
管
理
当
局
の
長
官
で
あ

っ
た
ポ
ー
ル
ホ
フ
マ
ン
は
以
上
の
点
を
著
書
の
中
で
認
め
て
い
る
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
紙
ご
九
五
一
午
凶
月
十
日

付
）
は
、
そ
の
中
か
ら
長
い
一
節
そ
公
け
に
し
て
い
る
。
即
ち
ホ
フ
マ
ン

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
（
一
一
）

は
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。

『
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
、
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
軍
事
資
材
mw

生
産
に
つ
い
て
の
不
可
欠
の
基
礎
と
し
て
健
全
な
経
済
や
発
展
会
せ
る

た
め
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
を
示
そ
う
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、

今
フ
ラ
ン
ス
が
淀
ろ
う
と
し
て
い
る
自
働
野
砲
の
皇
産
の
例
ぞ
挙
げ
る

だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
と
の
野
砲
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
欽
、
鉛
、

石
油
お
よ
び
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
を
必
姿
と
し
て
い
る
。
こ
の
野
砲
の

庄
産
は
圧
延
鉄
に
よ
る
道
路
、
機
械
化
さ
れ
た
炭
坑
、
鉄
道
、
お
よ
び

工
業
用
生
産
手
段
の
奈
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
掛
け
坊
に
さ
れ
同
心
。

た
と
え
ば
、
制
鉄
の
例
や
挙
げ
て
み
よ
う
。
一
九
四
五
年
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
及
び
ザ
l
ル
地
帯
に
お
け
る
鋼
鉄
坐
産
は
一
五

O
万
ト
ン
に
低

下
し
た
。
今
日
で
は
そ
れ
が
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
た
め
に
一
千
万
ト

ン
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
制
鉄
生
産
は
ヘ
マ
日
で
は
、
就
中
、
砲

白
川
d

の
生
産
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
急
速
に
発
良
し
に
。
同
様
に
マ
ー
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
の
援
助
を
得
て
建
設
さ
れ
た
新
工
場
は
、
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ

ン
グ
、
そ
の
他
を
供
給
し
て
い
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
宍
さ
い
に
そ

の
タ
イ
ヤ
！
の
去
産
を
二
信
に
し
に
。
（
ぞ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

以
後
可
能
に
さ
れ
た
）
叉
、
フ
ラ
ン
ス
は
第
二
次
以
界
大
戦
以
前
に
く

ら
べ
て
二
倍
も
多
く
の
石
油
を
精
製
で
3
1
↓
た
た
め
に
、
潤
滑
油
は
保
証

さ
れ
と
。
約
弾
、
阿
川
準
探
お
よ
び
ギ
ア
ー
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
は
一

部
分
は
生
一
円
、
、
、
れ
汎
u

る
の
で
み
p
q
υ

そ
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の

読
助
で
モ
ロ
F

コ
で
つ
く
に
か
仁
一
工
場
げ
い
よ
〉
亡
、
八
王
千
ト
ン
の

鉛
、
二
一
万
ト
ン
の
民
鉛
を
生
産
出
口
、
ヨ
る
状
態
に
あ
る
。
』

一
九
三



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
(
ニ
)

運
輸
部
門
に
た
い
し
て
与
え
ら
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
は
、

軍
主
吋
な
『
基
礎
工
事
己
の
重
要
部
門
に
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
部
門

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
ピ
お
け
る
港
湾
な
ら
び
に
鉄
道
、
お
よ
び
植
民
地
に
お

け
る
商
船
、
港
湾
お
よ
び
道
路
で
あ
る
。
原
料
な
ら
び
に
半
製
品
に
た
い

す
る
ク
レ
デ
ィ
ジ
ト
は
、
生
産
物
と
と
に
『
、
，
も
っ
と
も
重
要
な
戦
略
的
利

害
」
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
原
料
お
よ
び
半
製
品
と
い
え
ば
、

コ
ー
ク
ス
(
鉱
山
お
よ
び
製
鋼
工
場
に
お
け
る
コ
ー
ク
ス
出
産
可
石
油
、

潤
滑
油
、
航
空
機
用
燃
料
、
鉄
鉱
石
採
鉱
、
製
鋼
業
(
特
殊
電
気
鋼
、
ブ

ワ
キ
板
生
産
、
そ
の
他
〉
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
鉛
、
亜
鉛
、
マ
ン
ガ
ン
、
ニ

ッ
ケ
ル
、
化
学
工
業
主
産
物
(
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
肥
料
、
石
油
化
学

工
業
製
品
、
セ
ル
ロ

i
ズ
、
塩
素
、
燐
、
合
成
繊
維
等
)
で
あ
る
。
完
製

品
に
た
わ
す
る
ク
レ
デ
ィ
ジ
ト
ば
主
と
し
て
重
機
械
お
よ
び
兵
器
(
ぞ
れ

の
会
社
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ

i
、
ヨ

4
2・F
己
目
巾
ア

P
Z
5
0出
で
あ
る
)
、
重
量

ト
ラ
ク
タ
ー
、
大
型
ト
ラ
y
ク
、
ラ
ジ
オ
用
具
空
管
、
レ
ー
ダ
ー
等
々

K

使
用
さ
れ
る
Q

投
資
に
つ
い
て
の
選
れ
は
常
に
詳
細
な
点
に
い
た
る
ま
で

『
戦
略
的
な
』
見
地
か
ら
規
定
さ
れ
た
。

制
『
北
大
西
洋
戦
争
経
済
』

フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
は
一
速
の
町
西
欧
の
』
な
ら
び
に
「
花
大
西
洋

の
』
諸
機
構
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
九
四
七
年
以
r

後
に
創
設

さ
れ
、
そ
れ
ら
を
通
り
て
ア
メ
リ
カ
心
金
融
資
本
は
植
民
地
の
戦
争
経
済

を
組
織
化
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
υ

わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
諸
機
構
を
数

え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
却
ち
、

0
・
E
-
c
-
E
、
北
大
西
洋
同
組

機
構
(
こ
こ
に
は
『
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
』
の
発
栄
者
で
、
三
十
年
来
、
国
際

一
九
四

的
な
金
融
資
本
お
よ
び
ワ
ォ

i
ル
街
と
結
び
つ
い
て
い
る
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ

が
再
び
授
は
切
し
て
い
る
可
欧
州
支
払
同
盟
、
国
際
原
料
分
配
後
構
等
々
で

あ
り
、
(
註
)
最
後
に
シ
ュ

l
マ
ン
プ
ラ
ン
(
乙
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
監
樗
下

に
活
動
す
る
は
ず
の
独
仏
鉄
鋼
業
の
新
し
い
共
同
作
業
U

、
お
よ
び
、
『
欧

州
軍
』
が
あ
る
。

(註
u

こ
の
機
構
に
お
け
る
フ
ラ
コ
ス
の
ト
ラ
ス
ト
の
代
表
者
K
つ
h

て
は
前
述
(
一
七
七
頁
)
を
見
上
。

東
欧
諸
国
に
た
い
す
る
通
商
封
鎖
政
策
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
寡
頭
制

が
全
く
偽
善
を
以
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
(
そ
れ
は
か
り
に
ア
メ
リ
カ

の
他
の
す
べ
て
の
同
盟
国
に
く
ら
べ
て
そ
れ
ほ
ど
厳
重
で
は
な
い
と
し
て

も
可
そ
れ
ば
『
北
大
西
洋
戦
争
経
済
』
に
組
み
入
れ
た
。

同
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
経
済

一
九
五

O
年
以
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ツ

ι
ル
ン
ぼ
漸
次
戦
争
経
済
の

準
備
を
し
た
。
か
れ
ら
は
、
そ
こ
か
ら
た
え
ず
増
大
す
る
利
潤
を
引
き
出

し
て
い
た
。
戦
時
生
産
は
高
度
の
水
準
に
到
達
し
、
多
数
の
産
業
部
門
で

は
、
山
山
中
両
百
重
要
な
部
分
ぞ
示
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
専
ら
大
企
業
に
与

え
ら
れ
、
異
常
な
ほ
ど
の
利
潤
を
も
た
ら
す
価
格
を
も
っ
た
こ
の
註
交
は

固
有
の
軍
備
(
タ
ン
ク
、
装
甲
帯
、
ト
ラ
シ
ク
、
大
砲
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
巴

砲
等
)
だ
け
に
闘
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
建
築
業
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
に
そ

ο詩
文
が
与
え
ら
れ
る
飛
行
場
、
民
営
、
港
湾
設
備
の
建
設
に
も

関
係
し
て
い
る
。
こ
の
建
築
業
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
マ
ジ
ノ
製
造
を
か
つ
て

建
設
し
た
必
で
あ
る
。
叉
、
乙
れ
ら
と
同
様
に
、
ま
ず
制
服
お
よ
び
靴
類

に
始
ま
っ
て
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
、
ボ
ン
ボ
ン
、
貯
蔵
食
料
品
、
蚊
終
(
イ
、
4
F



シ
ナ
で
使
川
〉
、
床
敷
の
タ
イ
ル
類
(
飛
汀
場
の
滑
走
路
用
可
そ
の
他
に
至

る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
生
産
物
に
も
関
係
し
て
い
る
。

一
九
冗
一
年
末
に
は
、
軍
事
註
文
は
非
軍
事
註
文
と
比
較
す
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
む
相
対
的
重
要
性
ぞ
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
劃
ち
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
の
二
六
〆
、
錦
及
び
合
金
の
六
O
U
F
、
セ
メ
ン
ト
の
六
五
，
夕
、
毛
織

物
の
七
五
〆
、
約
織
物
の
六
c
d
F
が
京
事
註
交
で
あ
っ
た
。

(adω
山口町

吋

A
E
g
H
E
w
-
U
5
S
・印
-
H
・
に
よ
る
)
と
れ
ら
の
産
業
部
門
に
お
い
て
は
、

あ
る
報
告
に
よ
る
と
、
軍
事
註
文
は
す
で
に
数
ヶ
月
前
か
ら
会
詩
文
量
の

ニ
O
，
タ
乃
至
四

O
ダ
で
あ
っ
た
。

戦
時
註
文
か
ら
莫
大
な
利
潤
を
引
き
出
し
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
さ
ら

に
進
ん
で
戦
争
経
済
ぞ
利
用
し
、
会
く
国
家
の
援
助
を
得
て
い
る
が
、
ぞ

れ
は
と
の
フ
ラ
シ
ス
の
全
国
民
経
済
に
た
い
す
る
支
配
石
強
化
じ
、
そ
れ

む
拡
大
す
る
た
め
で
あ
る
。
ク
レ
デ
ィ
シ
ト
の
分
野
に
お
い
て
は
、
今
日

で
は
銀
行
は
『
選
抜
の
方
法
』
で
、
戦
争
目
的
の
た
め
に
作
業
す
る
企
業

に
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
ら
与
え
る
Q

五
億
フ
ラ
ン
以
上
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
去
受

け
と
っ
た
五

0
0
l
六
O

O

の
企
業
は
、
企
業
全
体
に
指
定
さ
れ
た
ク
レ

デ
ィ
ッ
ト
の
七
の
ダ
を
と
う
言
う
風
に
し
て
要
求
し
た
。

今
日
ま
す
ま
す
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
下
請
制
度
を
通
じ
て
、
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
は
、
原
料
な
ら
び
に
注
文
に
た
い
す
る
資
金
の
分
自
に
お
い
て
は

強
制
的
な
調
停
者
K
な
り
、
こ
う
し
て
中
小
企
業
に
た
い
す
る
か
れ
ら
の

支
配
治
拡
大
し
た
。

最
後
に
、
戦
争
れ
済
の
必
要
(
輸
出
入
の
時
間
制
、
原
料
、
ク
レ
日
フ
ィ
ッ

ト
、
註
文
、
労
向
力
の
割
当
)
は
、
金
融
寡
頭
制
に
た
い
し
て
雇
主
組
織

. 

フ
弓
ン
ス
に
お
じ
る
A
J
M
資
本
(
ニ
)

お
土
ぴ
公
私
元
同
組
織
(
国
家
が
参
加
)
そ
裕
一
備
し
、
ゐ
る
い
は
丙
整
備

す
る
可
能
性
ぞ
与
え
て
い
る
。
こ
の
乙
と
は
ヴ
ィ
シ
!
の
先
例
に
な
ら
っ

た
組
合
国
家
政
体
へ
の
移
行
を
準
侍
し
て
い
る
が
、
と
こ
で
は
、
経
済
全

体
は
直
接
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
国
家
に
よ
っ
て
操
縦
き
れ
て
い
る
Q

レ
か

も
、
国
家
と
コ
ン
ツ
ニ
ル
ン
は
統
一
的
な
干
渉
総
務
な
ら
び
に
唯
一
の
権

力
機
構
に
結
合
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。

こ
の
項
を
終
る
に
当
っ
て
、
と
く
に
朝
鮮
戦
争
以
後
に
お
け
る
経
済
の

軍
事
化
、
戦
争
経
済
へ
の
一
移
行
ぞ
通
じ
て
、
こ
れ
を
利
用
し
て
民
大
な
利

潤
そ
計
上
し
た
巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
つ
い
て
の
一
覧
表
を
左
に
か
か
げ

て
お
く
。
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